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1 「こども大綱」と学校　～こども基本法の理念の実現に向けて教育現場が果たす役割～

2023 年 12 月 22 日、「こども大綱」が閣議決定された。こども基本法（2023 年 4 月 1 日施行）
9 条に基づき、「こども施策」に関する基本的な方針・重要事項その他必要な事項を定めるもので、
日本における子ども関連政策の基本となる政策文書である。2024 年 5 月 31 日には、こども大綱を
具体化していくために各省庁が今後進めていく施策をまとめた「こどもまんなか実行計画 2024」も
決定された。こども大綱の見直しは策定からおおむね5 年後（2028 年 12月ごろ）とされているが、「実
行計画」は毎年 6 月ごろに改訂される予定である。

　教育施策が主として教育基本法に基づいて進められていくことは変わらないものの、こども基本
法の理念が教育にも及ぶことは国会審議でも確認されており、こども大綱も学校現場にとってけっし
て無縁ではない。こども大綱でも随所で教育・学校関連の施策が掲げられており（後述）、2023 年
6 月に閣議決定された第 4 期教育振興基本計画でも、「教育振興基本計画の推進に当たっては、こ
ども大綱に基づくこども施策と相互に連携を図りながら取り組む必要がある」ことが確認されている。
*1

以下、こども大綱を踏まえて学校で子どもの権利をどのように保障していくべきかについて、関連の
記述も参照しながら検討する。

 こども大綱の基本的方針――子ども・若者は「権利の主体」
こども大綱が目指そうとしているのは「こどもまんなか社会」の実現である。これについては、こど

も基本法の目的を踏まえ、次のように定義されている（p.7）。
「こどもまんなか社会」とは、全てのこども・若者が、日本国憲法、こども基本法及びこどもの
権利条約の精神にのっとり、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく
健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、ひとしくその権
利の擁護が図られ、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイング）
で生活を送ることができる社会である。

この定義では「こどもまんなか」の意味が必ずしも明確ではないものの、すぐあと（p.8）では次
のように述べられており、これまで国際社会でも唱えられてきた「子ども最優先」ないし「チルドレン・
ファースト」の理念を内包した考え方と言えよう。

こども大綱の使命は、常にこどもや若者の最善の利益を第一に考え、こども・若者 ・子育て
支援に関する取組・政策を我が国社会の真ん中に据え、こどもや若者を権利の主体として認識し、

いんふぉめーしょんno.178／2024.6.28.indd   1いんふぉめーしょんno.178／2024.6.28.indd   1 2024/06/30   21:092024/06/30   21:09



2いんふぉめーしょん　2024.7 / No.178

こどもや若者の視点で、こどもや若者を取り巻くあらゆる環境を視野に入れ、こどもや若者の権
利を保障し、誰一人取り残さず、健やかな成長を社会全体で後押しすることにより、「こどもまん
なか社会」を実現していくことである。……

加藤鮎子・こども政策担当大臣も、こども大綱の閣議決定にあたって発表したメッセージ（2023
年 12 月 22 日）で、

「これからも、こども・若者や子育て当事者のみなさん一人ひとりの意見を聴いて、その声をまん
なかに置いて、そして、こどもや若者のみなさんにとって最も善いことは何かを考えて、政策に反映し、
大人が中心になってつくってきたこの社会を、『こどもまんなか社会』へとつくり変えていくために、み
なさんとともに歩んでまいります」

と述べていることも参考になると思われる。
こども大綱の基本的方針は次の 6 つである（「第 2　こども施策に関する基本的な方針」）。
(a)　こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を保障し、

こども・若者の今とこれからの最善の利益を図る
(b)　こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに進め

ていく
(c)　こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応し、十分に支援する
(d)　良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな状態で成

長できるようにする
(e)	 若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提として若い世

代の視点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む隘路（あいろ）打破に取り
組む

(f)	 施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、地方公共団体、民間団体等との連携を重視
する

とくに、（a）で打ち出された方針には注目したい。子どもが「権利の主体」であるという認識を明
確にするとともに、子どもの「これから」（将来）のみならず「今」の最善の利益を図っていくという
考え方を明示した点は、重要である。

基本的な方針の（b）で子どもなどの「視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに進
めていく」と宣言されているように、政策レベルで子どもの意見表明・参加を推進していく姿勢が強
調されているのも、こども大綱の特徴である。「第 4　こども施策を推進するために必要な事項」でも、
その筆頭に「こども・若者の社会参画・意見反映」が掲げられ、▼国の政策決定過程へのこども・
若者の参画促進、▼地方公共団体等における取組促進など 7 項目の具体的施策が挙げられている。

子ども家庭庁はすでに「こども・若者の意見の政策反映に向けたガイドライン」（2024 年 3 月）
を作成しており、さまざまな自治体で子ども・若者の意見を聴くための取り組みが始まっているところ
である。こども基本法 11 条に基づいて子ども等の意見を施策に反映させるための措置をとらなけれ
ばならない「地方公共団体」には教育委員会も含まれることが確認されており（2023 年 4 月 1 日
付こども家庭庁長官通知「こども基本法の施行について」）、各地の教育委員会も対応を迫られること
になろう。
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こども大綱は、「基本的な方針」の次に「第 3　こども施策に関する重要事項」を掲げ、▼ライフステー
ジを通した重要事項、▼ライフステージ別の重要事項（こどもの誕生前から幼児期まで／学童期・
思春期／青年期）、▼子育て当事者への支援に関する重要事項の 3 つに分けて施策を説明している。
以下、学校現場にとくに関わりが深い箇所をいくつか見ていく。

　  子どもの権利に関する広報・啓発
こども大綱では、「ライフステージに縦断的な重要事項」の筆頭に「こども・若者が権利の主体で

あることの社会全体での共有等」が挙げられ、次のような施策が打ち出されている。
全てのこども・若者に対して、こども基本法の趣旨や内容について理解を深めるための情報提

供や啓発を行うとともに、こどもの権利条約の認知度を把握しつつその趣旨や内容についての普
及啓発に民間団体等と連携して取り組むことにより、自らが権利の主体であることを広く周知す
る。こどもの教育、養育の場においてこどもが自らの権利について学び、自らを守る方法や、困
難を抱える時に助けを求め、回復する方法を学べるよう、こどもの権利に関する理解促進や人権
教育を推進する。

いじめ、体罰・不適切な指導、児童虐待、性暴力等、こどもの権利侵害を許さないという意
識を社会に浸透させるとともに、困難を抱えながらもＳＯＳを発信できていないこども・若者にア
ウトリーチするため、こども・若者やこども・若者に関わり得る全てのおとなを対象に、人権に
対する理解を深め 人権尊重の意識を高める人権啓発活動を推進する。

保護者や教職員、幼児教育・保育や青少年教育に携わる者などこどもや若者の健やかな育ち
や子育て当事者の支援に携わるおとなへの情報提供や研修等を推進し、また、広く社会に対し
ても、こども基本法やこどもの権利条約の趣旨や内容について広く情報発信を行うことにより、こ
ども・若者が権利の主体であることを広く社会全体に周知する。

「こどもの教育、養育の場においてこどもが自らの権利について学び……」とあるように、この点
に関して学校教育の果たす役割は重要である。こども家庭庁が 2024 年 3 月に発表した条約等の認
知度調査の結果（「児童の権利に関する条約の認知度等調査及び同条約の普及啓発方法の検討のた
めの調査研究」報告書、株式会社サーベイリサーチセンター）によれば、国連・子どもの権利条約
についてある程度知っている人の割合（「名前だけ聞いたことがある」は除外）は中高生や大人でも
2 ～ 3 割に留まり、「聞いたことがない」という回答も、高校生を除く各年齢層で半数以上または半
数近くにのぼった。

来年（2025 年）から第 5 段階に入る「国連・人権教育のための世界プログラム」では、第 4
段階（2020 ～ 24 年）に引き続き「若者」がテーマとされ、そこに「優先的セクターとしての子ど
も」も含めることが決定されている（具体的な行動計画は年内に採択される予定である）。「こどもま
んなか実行計画 2024」では、「学校教育における人権教育の推進」としては▼推進地域・指定校
の指定による実践的な研究、▼国レベルにおける指導方法の在り方等に関する調査研究・普及の事
業、▼都道府県教育委員会の担当者や教員等を対象とする各種研修・会議等の機会の提供が挙げ
られているにすぎないが、きわめて不十分な内容であり、現場の教職員による実践の積み重ねを施策
に反映させていかなければならない。
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　  学校のあり方の見直し
こども大綱では、「ライフステージ別の重要事項」のうち、とくに学童期・思春期の項で学校につ

いての言及が見られる。最初に掲げられている「こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い
公教育の再生等」で述べられているのは次のような内容である。

こどもにとって、学校は単に学ぶだけの場ではなく、安全に安心して過ごしながら、他者と関
わりながら育つ、こどもにとって大切な居場所の一つであり、こどもの最善の利益の実現を図る
観点から、また、格差を縮小し、社会的包摂を実現する観点から、公教育を再生させ、学校生
活を更に充実したものとする。

住んでいる地域に関わらず、全てのこどもが、自分の良さや可能性を認識するとともに、あら
ゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人 と々協働しながら様々な社会的変化を乗り越
え、豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、個別最適な学び
と協働的な学びを一体的に充実する。これまでの学校教育が果たしてきた、①学習機会と学力
の保障、②社会の形成者としての全人的な発達・成長の保障、③安全・安心居場所・セーフティ
ネットとしての身体的、精神的な健康の保障の３つを学校教育の本質的な役割として継承しつつ、
こども・若者、保護者、教育現場、地方公共団体（教育委員会及び首長部局）などのステー
クホルダーからの意見聴取や対話を行い、施策に反映していきながら、取組を着実に進めていく。

（後略）
これに加えて、▼いじめ防止、▼不登校のこどもへの支援、▼校則の見直し、▼体罰や不適切な

指導の防止、▼高校中退の予防／高校中退後の支援などの施策が取り上げられている。しかしその
内容は、これまで文部科学省が進めてきた施策を列挙する域を超えておらず、いささか不十分である。

たとえば校則の見直しに関しても、「校則の見直しを行う場合にはその過程でこどもや保護者等の
関係者からの意見を聴取した上で定めていくことが望ましい」という記述に留まっており、校則の制定・
見直しへの参加は子どもの権利条約でも認められた子どもの権利であること、子どもの権利を不当に
侵害するような校則はそもそも許されないことなどの視点はない。

子どもに対する暴力の問題についても、当初の案（2023 年 9 月に発表された中間整理案）には
含まれていなかった「体罰や不適切な指導の防止」の項目がパブリックコメントを経て追加されたの
は――当然のこととはいえ――評価できるものの、たとえば教職員等による子どもへの性暴力につい
て、教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律（2021 年）などの法律が制定され
ているにもかかわらず言及がないなど、中途半端な内容に留まっている。

「ライフステージに縦断的な重要事項」の筆頭に掲げられた「こども・若者が権利の主体である
ことの社会全体での共有等」という目標を実現していこうとするのであれば、学校で子どもが権利
の主体として行動できるようにすることが欠かせない。今後、子どもの権利条約批准時の文部省通知

（1994 年 5 月 20 日）に代わる新たな通知を発出することも含め、学校のあり方をさらに見直すと
ともに、教職員が子どもの権利行使を支援できるようにするための体制の強化が求められる（この点
につき、後述する OECD の報告書も参照）。
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　  　  さまざまな理由に基づく差別をなくしていくための取り組みの必要性
こども大綱のもうひとつの問題点のひとつは、差別をなくしていくための取り組みを進めていくとい

う視点が非常に希薄なことである。基本的な方針に基づく取り組みのひとつに
「思想・信条、人種、民族、国籍、障害の有無、性的指向及びジェンダーアイデンティティ、生い立ち、

成育環境、家庭環境等によって差別的取扱いを受けることがないようにする」
ことが挙げられているものの、そのための具体的方策は十分に掲げられていない。唯一、ジェンダー

との関連で次のような取り組みが打ち出されている程度である。
（こども・若者の可能性を広げていくためのジェンダーギャップの解消）

こども・若者が、性別にかかわらず、様々な可能性を広げていくことができるよう、学校教育
と社会教育において男女平等の理念を推進する教育・学習の一層の充実を図る。性的指向及び
ジェンダーアイデンティティの多様性に関する理解を深めるため、心身の発達に応じた教育及び
学習の振興並びに広報活動等を通じた知識の着実な普及、相談体制の整備等の必要な施策を
講ずるように努める。

こどもに身近な存在である教職員等が固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アン
コンシャス・バイアス）を持つことがないよう、男女共同参画を推進するための研修や周知啓発
等の取組を推進する。

女子中高生の理工系分野への興味・関心を高め適切に進路を選択することが可能となるよう
な取組を支援するとともに、大学が企業等と連携して行う理工農系分野に進学する女子学生へ
の修学支援の取組を促進する。

様々な世代における固定的な性別役割分担意識の解消に資する取組に関する啓発や情報発信
を進める。

本来であれば、ジェンダーを理由とするもの以外の差別についても、差別の解消という視点から具
体的な施策が打ち出されるべきである。しかし、たとえば「障害児支援・医療的ケア児等への支援」
の項では、国連・障害者権利条約の理念を踏まえてインクルージョンを推進していかなければならな
いことは強調されているものの、差別の解消のための取り組みについてはとくに触れられていない。

外国とつながりのある子どもについても、「在留外国人のこども・若者や海外から帰国したこどもに
ついて、就学支援や適応支援、日本語指導等、個々の状況に応じた支援を推進する」との記述はあ
るものの、ヘイトスピーチを含む差別の解消という視点は皆無である。被差別部落出身者や先住民
族であるアイヌへの差別については、言及すらされていない（「実行計画」でも同様）。

差別問題に対するこのような消極的対応は、すべての子ども・若者が「差別的取扱いを受けること
がないようにする」ことを掲げたこども基本法の理念（3 条 1 号）にも反するものである。包括的な
差別禁止法制の整備も視野に入れながら、現場での実践を積み重ねていく必要がある。
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　  子どものエンパワーメントを目指して―ユネスコの新たな勧告や OECD の報告書から
以上の点に関連して、最近の国際的な動向にもいくつか触れておきたい。
ひとつは、昨年（2023 年）11 月の第 42 回ユネスコ総会で採択された「平和、人権および持

続可能な開発のための教育に関する勧告」（平和ならびに人権、国際理解、国際協力、基本的自由、
グローバルシティズンシップおよび持続可能な開発のための教育に関する勧告）である。1974 年に
採択された「国際理解、国際協力および国際平和のための教育ならびに人権および基本的自由につ
いての教育に関する勧告」を約 50 年ぶりに改訂したこの勧告は、「この勧告の目的の達成に向けた
教育は変革志向の良質なものであるべきであり、したがって次の諸原則を指針として行なわれるべき
である」として、14 の指導原則（Guiding Principles）を掲げている（パラ 8）。以下、最初の 8
つの原則を紹介する。

(a)	 教育は公共財であり、すべての人にとってアクセス可能なものであるべきことを認識する。
(b)	 国際法および国際人権法に掲げられた権利およびそれに対応する義務……に根ざしており、

かつ人権の促進および保護を志向して運用される。
(c)	 国際人権法で定められているとおり、人種、皮膚の色、世系、ジェンダー、年齢、言語、宗教、

政治的意見、国民的、民族的もしくは社会的出身、出生の経済的もしくは社会的条件また
は障害および他のすべての事由にかかわらず、教育においておよび教育を通じて差別の禁止、
包摂および公平を確保するとともに、権利の保有者としての学習者のエンパワーメントを図る。

(d)	 共生的関係、善隣および帰属感を奨励するため、互恵および共感を涵養することを通じて、
ケアおよび連帯の倫理を促進する。

(e)	 教育においておよび教育を通じてジェンダー平等を促進する。このことは、すべての人を対象
とする教育に対する権利の実現にとっての、また女性および少女のエンパワーメントにとって
の、鍵である。

(f)	 すべての人が教育に対する権利を有しており、かつ、いかなる種類の差別もなく、そのアイデ
ンティティを尊重しかつ自他の歴史、伝統、言語および文化について知ることを奨励する包
摂的かつ良質な教育への公平なアクセスを保障されるべきであることを認識する。……

(g)	 すべての学習者、教員および教育職員の安全、健康およびウェルビーイングが保護・促進さ
れることを確保する。

(h)	 教育および学習が、継続的な、生涯にわたる、生活のすべての側面を包含した、ホリスティッ
クでヒューマニスティックな変容的プロセスであることを認識する。（後略）

この勧告は、前述した「国連・人権教育のための世界プログラム」行動計画と並んで、とくに人
権教育に関わる今後の取り組みにおいて参照すべき重要な文書のひとつである。

また、ユネスコ勧告の指導原則では（c）で「権利の保有者としての学習者のエンパワーメントを図る」
ことが挙げられているが、同様の視点に立った報告書が 2024 年 5 月に OECD（経済協力開発機構）
から発表されている。

「子どものエンパワーメントが現在意味するものは何か――教育およびウェルビーイングにとって
の含意」と題するこの報告書 *2は、OECD 教育研究革新センター「21 世紀の子どもプロジェクト」
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7 「こども大綱」と学校　～こども基本法の理念の実現に向けて教育現場が果たす役割～

の一環として刊行されたものである。そこでは、子どものエンパワーメントについて次のように述べら
れている。

エンパワーされた子どもとは、自分たちにとって重要で関連性のある問題について行動する機
会と能力を持ち、間違いを犯すことで学ぶことのできる、民主主義への主要な貢献者たる存在で
ある。子どもは大人へと成長中の存在というだけではなく、この社会構造の一員であり、われわ
れの共有された未来を形成する一助となることができる存在なのである。

さらに、「今日の子どもは、能力のある社会的主体および権利の保有者として認識されている」と
いう前提を踏まえ、学校におけるものを含む子ども参加の重要性と、それを支える教育／学校／教
職員の役割が重視されている。権利の主体としての子どものエンパワーメントを支えられるような、学
校現場への支援が必要である。

こうした取り組みを進めていくにあたっては、各地で制定が進む子どもの権利条例も重要な役割を
果たし得る。子どもの権利条約総合研究所の調べでは、「子どもの権利保障をはかる総合的な条例」
を制定した自治体は、2024 年 5 月現在で 69 にまで増えた。他に少なくない自治体が制定作業を
進めており、その数は今後も増加する見込みである。都道府県レベルでも、すでに制定済みの長野県・
山梨県・新潟県のほか、滋賀県や北海道などで条例制定が予定されている。こうした条例では、子
どもの権利保障にあたって学校などが果たす役割についても何らかの形で規定されるのが常である。
各地の教職員組合でも、こうした動きを迅速にキャッチし、積極的に関わっていくことが望まれる。

（脚注）
*1　連携の例として、教育振興基本計画の脚注 24 では「こども家庭庁における、幼児期までのこどもの育ちに係る基本的な指針（仮称）

の策定、こどもの居場所づくりに関する指針（仮称）の策定、第三者性の確保や重大事態への対応改善などのいじめの防止対策の体

制強化、こどもや若者から直接意見を聴く仕組みづくりなどとの連携」が挙げられている。最初に挙げられている 2 つの指針は、それ

ぞれ「幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン （はじめの 100 か月の育ちビジョン）」「こどもの居場所づくりに関する指針」

として策定済みであり（いずれも 2023 年 12 月 22 日閣議決定）、あわせて参照していくことが必要である。

*2　同報告書については筆者の note も参照。https://note.com/childrights/n/n6111d8eb94b9
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自分とは何者であるか、自分の「らしさ」とは何なのか、アイデンティティを確立していく多感な時
期を生きる子どもたちに対して、自分らしさの中の切り離せない１つの要素であるセクシュアリティに
ついて学ぶ機会を保障することは大切である。しかし、今の日本の教育課程の中にはセクシュアリティ
について学ぶ機会はほぼ皆無であり、自分たちのセクシュアリティについて学ぶ権利が侵害されている
といっても過言ではない。セクシュアルマイノリティ教職員ネットワーク ( 以下 STN21) では、日々関
わる生徒たち１人１人が自身のセクシュアリティについて学び向き合うことのできる教材を開発し実践
し、子どもたちの学ぶ機会を保障することを最終の目的として、その実現に向けて 2024 年２月 11
日に『「性の多様性」を教えるってどういうこと？』と題して学習会を企画した。STN21 メンバーの
みのクローズの交流会、セクシュアリティ教育についての講演会、講演会参加者の交流会の３部構成
で開催した。

始めのクローズの交流会では、自分のセクシュアリティを職場の同僚にカミングアウトしているのか
どうかや、職員室の中でどのように生き抜いているのか、教員採用試験のとき自身のセクシュアリティ
とどう向き合ったかなど、セクシュアルマイノリティの当事者である教職員同士だからこそ話せる内容
で盛り上がった。この交流会で、セクシュアルマイノリティの教員の仲間と初めて出会えて勇気が出た
という参加者の声も寄せられた。

次に、講演会では、セクシュアリティ教育を専門にしている埼玉大学の渡辺大輔准教授にお越しい
ただき、セクシュアリティ教育の実践についての講演をしていただいた。

まず、前半は渡辺さんが普段、小中高などの学生向けに実施している性の多様性についての講演会
（授業実践）を実演していただき、会場にいる参加者は生徒役で参加した。はじめに、文章の並び
替えのクイズから始まり、思考に大きく影響しているジェンダーバイアス、異性愛中心主義、シスジェ
ンダー中心主義を確認していった。そこから、性自認、身体の性的特徴、性別表現、性的指向、法
律上の性別など性を構成する要素について確認していき、多様な性の在り方を説明していった。異性
愛者やシスジェンダーが普段何気なくできていることは何か？という問いかけを通して、マジョリティ
側の特権を考える時間もあった。人には、人種、宗教、好きな食べ物、趣味、国籍、などなどの様々
な属性があり、それらたくさんの属性の中の１つにポツンとセクシュアリティがあるという。大輔さん
の紹介する本や動画の中に、多様な性を生きる人が取り上げられていたが、セクシュアリティ以外に
もその人の好きなものや、趣味の話などが載せられていた。全体を通して、渡辺さんが生徒に様々な
言葉を語りかけながら、「らしさ」や「フツー」というものが何かを丁寧に問いかけていく様子が印象
的であった。
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9 セクシュアルマイノリティ教職員ネットワークの春の報告

後半は、渡辺さんの講演会の実演をたたき台にし、質疑応答を通して、子どもたちに性の多様性
について教えることについての意見交流を行った。

次年度より、小学校の検定教科書の中に性の多様性についての内容が一定数盛り込まれるという
話題になった。取り上げられ方は各教科書により様々で良し悪しもある (「異性のことを好きになれな
いと感じることもある」と否定形で書くような文章もある ) が、教科書は確実に変化していっている。
そのため、教職員は教材研究をよく行い、アンテナを立てて一つ一つの文を読み解きながら（例えば「思
春期になると、異性や他の人への関心が高まることがあります」と言った文章中の「他の人」がどう
いうことなのかを想像しながら）、子どもたちへどのように伝えるかを考えていかなければならない。

会場の中から、今まで様々な授業実践を見てきた中で、性の多様性の問題と自分らしさの問題を
一緒に扱うことについて問題提起があった。「男らしさ」や「女らしさ」にとらわれず「自分らしさ」
を大切にしようという伝え方は、一見多様な性の在り方を尊重するメッセージに見える。しかし、「男
らしさ」や「女らしさ」にとらわれない先にある「自分らしさ」（つまりノンバイナリー的な文脈で肯
定される「自分らしさ」）という言葉は、基本バイナリーであることが多いトランスジェンダー当事者
の実態から離れており、多様な性を包摂する言葉とはなっていない。一方、渡辺さんの実践のように、

「らしさ」というものが単純じゃないことをここまで丁寧に伝えれば性の多様性と結びついた実践にな
るのかと感心したという声も上がった。「自分らしさを大切に」と簡単に言ってしまうだけで終わらせ
るのではなく、性の多様性を伝える授業実践をする中で我々教職員はもっとしっかりと「らしさ」につ
いて丁寧に扱わなければならないという意味で大変示唆的な時間となった。

普段、性の多様性について伝える実践をしている教員から生徒に多様な性を伝えることの難しさを
感じているという声も上がり、どのように生徒たちに伝えるのかという話にもなった。セクシュアリティ
を記述する様々なモデルが紹介されているが、例えば心の性をグラデーションで表現するモデルを生
徒に提示したとき生徒たちがイメージしにくく、自分事としてとらえることのハードルがあるという悩み
の声も上がった。また、生徒の発達段階によっては、セクシュアリティを表すモデルがたくさんあり、
正確にすべて理解するのが難しい場合もあり悩む教員の声が寄せられた。それに対して、会場からは
あえて最初、心の性を考える際に男・女の２択を提示しておいて生徒から「真ん中はないの？」とい
う声が出てきたら「すごいね！」と生徒の言葉を拾いながらセクシュアリティを表す方法を拡張してい
くという方法や、社会的な性別の説明をする際に詳しいことを伝える事だけでなく単純化して具体例
を伝えてみる方法をとっているという声が上がった。渡辺さんからは、セクシュアリティを表すモデル
はいろいろあって、どれが正解かはないけれど自分のことをうまく表現できるものが見つかればいいね
という話をしているという。

前半の実践報告、後半の質疑応答および意見交流を通して、参加者それぞれが普段の教育実践
を振り返り、生徒の姿を思い浮かべながらこれからの実践について考えていくことのできる会となった。

講演会後の交流会では、まず前半はグループに分かれ渡辺さんの講演の感想を共有しあった。ど
のグループも話が尽きず、盛り上がっている様子であった。後半は、話したい内容ごとにグループで
分かれて交流会を行った。渡辺さんともっとお話をするグループ、セクマイの居場所づくりについて話
すグループ、性教育についての教材を体験するグループなど、参加者がそれぞれの興味や課題意識に
従って、それぞれのグループで交流していた。
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学習会全体を通して、『知識の解像度がさらに上がった。子どもたちに話す言葉の精選もできるよ
うになったと思う』『教員として SOGI という考え方を生徒に伝えるための勉強になりました』『性の
多様性について相手に伝える際の具体的な表現の仕方などについて、そのレパートリーを知ることが
できてとてもいい時間になった』『今日学んだことを自身の学校に持ち帰りさっそく教材を作成したい』
といった感想が寄せられた。
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11 第 15 回九州外国ルーツの生徒交流会 inくまもと　実施報告書

１　開催内容
開催日時：2023 年 3 月 24 日（土曜日）13：00 ～ 17：00

2023 年 3 月 25 日（日曜日） 9：00 ～ 13：00
＊今回の交流会では、一般参加者は宿泊せず、生徒実行委員及び遠距離からの参加

者は宿泊をした
開催場所：熊本市国際交流会館（宿泊　熊本ユースピア）
主　　催：九州外国ルーツの生徒交流会 in 熊本　実行委員会

　　　　　　・NPO 法人外国から来た子ども支援ネットくまもと（熊本県合志市）
　　　　　　・FS やつしろ 外国にルーツを持つ子どもたちの会（熊本県八代市）
　　　　　　・菊池日本語教室（熊本県菊池市）
　　　　　　・共に歩み青春を語る会（熊本県菊陽町）
　　　　　　・ひだまり日本語クラブ（熊本県山鹿市）
　　　　　　・秀岳館高等学校（熊本県八代市）

共　　催：一般財団法人熊本市国際交流振興事業団
事 務 局：NPO 法人外国から来た子ども支援ネットくまもと
参 加 者：合計 96 人
（人数内訳）
　　　　　・外国ルーツの子ども：小学生 2 人　中学生 33 人　高校生 2１人　大学生６人
　　　　　・サポーター：大学生 5 人、おとな 29 人　
（参加者ルーツ）
　　　　　　中国、フィリピン、ウクライナ、イギリス、シンガポール、パキスタン、韓国、ベトナム、
　　　　　　ネパール、ナイジェリア、日本
（通訳言語）
　　　　　　中国語、英語、ネパール語、ベトナム語
　（参加地域）
　　　　　　熊本県 87 人、大分県 9 人
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２　開催目的
熊本県は外国人散在地域で、外国ルーツの子どもたちは学校や地域で孤立しがちである。言葉が

わからないため、一日中何も分からない状態で授業をただひたすら我慢してだまって座っている子や
周りの子どもたちからおもしろいものを見るような目で見られる子、話す日本語がおかしいと笑われ不
安で孤独な日々を過ごしている子も多い。また、親が日本人と再婚した後に母国から連れて来られ、
新しい家族になじめなかったり、日本生まれで本人の日本語は問題がなくても、親の日本語が十分で
はないため、親子間のコミュニケーションが取れなくなったりするなど、家庭の中でも様々な問題が
ある。彼らは一般の日本人の子どもたちより多くの複雑な悩みを抱えている。おとなや留学生は外国
で暮らすという状況をある程度認識し、覚悟して来日しており、帰国したければ自分の意志で帰国を
選ぶことができる。しかし、子どもたちはおとなの都合で日本に連れて来られ、突然、今まで自由に
使えた母語を奪われ、勉強も人間関係もすべてゼロ状態の中に放り込まれる。そのような外国ルーツ
の子どもたちの悩みは周りの日本人の同級生に話しても理解してもらえないことが多い。

この会の目的は、外国ルーツの子どもたちが抱える悩みをお互いに話し合い、支え合う機会を持つ
ことである。実行委員の高校生が自ら乗り越えた困難や体験を話すことで、今悩んでいる子どもたち
の悩みを共有することができ、お互いのネットワークを作ることができる。遠く離れた学校に在籍して
いる子どもたちがこの交流会を通して一生の友人と出会うこともあり、今後の人生においても、お互
いが支え合いながら、新たに来た外国ルーツの子どもたちのための助言者として繋がっていくと考え
ている。

３　開催方法　
例年は、参加者全員が宿泊を伴った合宿形式だったが、2020 年度は新型コロナウイルス感染拡

大の影響で中止、21 年度は日帰りの 2 日にわたる開催だった。22 年度も新型コロナウイルスの感
染状況を考え、一般参加者は日帰りの２日間開催、遠方からの参加者と実行委員の高校生は宿泊を
した。22 年度は県外（大分県）からの参加がサポーターを含め 9 人だった。

新型コロナウイルスの感染防止のため、マスクを着用しながらの交流、アイスブレークなどでは大
きな声を出すゲームは避けるなど、細心に注意をはらいながら進行をするように努めた。

 今回、遠方や他県からの参加者のためにオンラインを使用した班を作りたいと考えていたが、おと
なの実行委員会の開催が遅れたことなどが原因で実現できなかった。

４　実行委員会
①外国ルーツの生徒

今回も、新型コロナウイルスの感染の影響もあり、実行委員全員が集まって話し合うことができた
のは 1 回だけだった。また、それぞれが所属している会でも自分たちの経験や悩み、どのように
乗り越えたのかなど、お互いに話し合う話し合う機会が少なく、十分な準備ができなかった。また、
実行委員の中には今回初めての参加する人もいて、話し合いの内容が深まらない班もあった。
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今回は実行委員の高校生だけを宿泊させたので、夜に時間を取り、1 日めの話し合いの反省や
2 日めの交流会の進め方などを話し合うことができた。外国ルーツの大学生や社会人の OB も
参加し、自らの体験や、実行委員として、どのようにすれば参加者の心を開き、しっかりと話し
合うことができるかなど、貴重なアドバイスをしてくれた。どの実行委員も真剣にとりくんでいた。

②サポーター
今回は、子どもたちが所属している構成団体の代表で数回の準備会を開催した。前回と引き続き、
新型コロナウイルスの感染が続いていたため、開催の有無、開催の場合の形態はどうするのか、
感染対策はどうするのかなど、実行委員会で決定した。
この交流会は実行委員である高校生がメインで活動するため、おとなは開催を支える裏方に徹し
ていた。この２日間は熊本市の日本語教育センター校の教員や菊池市、菊陽町の教育委員会主
催の日本語教室の教員、地域日本語教室のボランティアなどがサポーターとなり、受付をはじめ
新型コロナウイルスの感染対策、書記、記録など担当し、交流会の開催を支えてくれた。また、
外国ルーツの生徒の OB（大学生・社会人）がたくさん参加してくれ、子どもたちを支えてくれた。

【サポーター交流会（1 日めの夜）】
宿泊所でサポーターの交流会を開催した。参加者は NPO 法人外国から来た子ども支援ネットく
まもとの関係者や熊本市の日本語教育センター校の教員、菊池市日本語教室の担当者、大分県
からの参加者で、それぞれの地域の支援状況や今後の交流会のやり方などを話し合った。行政
との関係やサポーターとしての関わり方など、お互いのやり方のいいところや改善点などの意見
が交換でき、有意義な時間になった。

５　話し合いの内容
【学校で困っていること】

・熊本弁で先生が話すと全く分からない
・1 人のやんちゃな女の子が周りの子を使って悪口を言ってくる
・日本語が分からないとき「ハゲ」と言わされた。意味が分からない言葉を言わせて楽しむ意味

が分からない
・悪口の日本語を中国語で何というと聞かれ、中国語で言うと、それを使って自分に悪口を言って

くる。それを教えた自分が逆に悪くなる
・学校に入って 2 週間めに 1 学年下げたので恥ずかしかったし、そのことでいじめられた
・友だちはいるが、学校だけの友だち

【名前のこと】
・名前ではなく「韓国人」と呼ばれる。理由はないが腹が立つ
・逆に自分の名前が日本人っぽいことで驚かれ、説明しなくてはならなくなる
・名前に差別がある。中学では、名字は日本式だったのであまり気にならなかった。高校でもと

の中国名「ウ」にした。自己紹介の時、「ウ」と言ったら、みんなの反応が変わって、「ダサい」
と言われた
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【家族について】
・10 歳はなれた弟がいる。やっと家族と暮らせるようになったが、愛情がもらえない
・親がじゃまだと思うことがある。自分の意見を聞いてくれない
・兄 1 人、弟 2 人いる。兄弟でも環境が違うと嫉妬されたり、したりする
・4 歳から新しい日本人の父と、9 歳はなれた妹がいる。人間関係はいいが、高校 1 年から一人

暮らし
・親から日本語をマスターしろと言われる。国語のテストが８／ 50 点だと怒られる。家にいると

きは家の店の手伝いをしなければならない。部活で帰りが遅い時や店の手伝いが少ない時は、
部活が悪いと言われる。学校に行っていることは疲れないと思っているようだ（時代の考え方の
違い？）

・親は「子どもを理解していると思いがち」だと思う。私の人間関係まで把握していないのに辛い
ことがある

・親は自分の子のことはよく知っていると思っているが、実際には親と子、両方とも相手のことを
理解していない

・親とけんかした時、国に帰れと言われたことがある。帰れと言われても国には居場所がない。言
われたときは悲しかった。お母さんはアメリカにいてあまり会わない

・親は子どもの状況が把握できていない。父の機嫌を損ねたら、手を上げられることもある。父
親からの行動には泣いて発散する

・3 歳で母親は日本へ、父は帰って来ず。中国で祖父と暮らす。父といると怒られたり叩かれたり
した。父が家出して母といる。親との仲は良くない。母にも自分の意見を受け入れてもらえない

【学校の授業】
・歴史で中国の話に真偽を聞かれる。答えたくない場合も、言わないと無視扱いされる
・中国のニュースがあるとすぐ聞かれる（いじられる感じで）相手が納得する形で答えないと白い

目で見られる

【国籍について】
・今は二重国籍、来年どちらか選ばなければならない（成人年齢）
・国には軍隊に入隊しなければならないので日本を選びたい
・日本には悪口と聞こえるかもしれないけど、韓国では「日本は悪い」と教える。韓国にいるとき

違和感を感じていた

６　参加者の感想　＊一部、読みやすいように修正しています。

・とても興奮し、色々な人に会いました。彼らは色々な所から来ました。ここに集まって僕は、と
ても緊張しました、なぜなら僕は日本語が分からないからです。恥ずかしい。でも、だんだん慣
れて、僕はマジ楽しい。神様に感謝。こんな機会をくれてありがとう。僕は中学でもこんな風に
グループに入って話したい。みんなと友だちになりたい。

・今日もいっぱい収穫があった。ゲームで私たちの表現力と想像力を上げて、まだ問題もちょっと
解決しました。楽しいと同時に社会的スキルもあがった。これは僕みたいに社会的スキルが弱い
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人でも「恥ずかしい、怖い」という気持ちにならないようになりました。怖くないと心のドアを
開けて話すようになった。

・最初、ここに来たときは知らない人ばかりで緊張しました。でも、アイスブレークやルーツ別交
流会を通して、全部ではないけどみんなのことを知れて、親近感を感じました。同じルーツの人
がたくさんいて「一人ぼっち」っていう自分の思いが変わって「仲間がいる」という強い気持ち
になりました。ルーツ別交流会も司会の人たちがやさしく接してくれて話しやすかったし、その
場にいた人たちもとてもおもしろくて楽しかったです。

・自分と違うルーツの人がいて、初めて来る人もいて、緊張しました。最初はなにも言えなかった
けど、自分と同じつらい気持ちの人がいてしてとてもうれしかったです。自分の将来の悩み事や
家庭でのこと、今まで自分が言えなかったことが言えるようになって気が楽になりました。泣き
ながら相談していたら、「ためこんでたんだな」っていう自分の気持ちにも気づけたので、周りに
相談するというのをきちんとしようと思いました。

７  結果
①開催形式

　新型コロナウイルスの感染状況が落ち着き始め、来日する子どもたちの数も増えてきているこ
ともあり、前回より参加者が多かった。また、今まで参加が少なかった地域からの参加者も増
えた。これまでは、当支援ネットが指導していない地域の子どもたちには情報が入りにくく、参
加が少なかったが、今回は知り合いによる声掛けや、口コミでの参加も多かった。参加団体が
増えたことも参加者増加の要因だと考えられる。
　また、一般参加の生徒も宿泊を希望していたが、新型コロナウイルスの感染状況も考え、実
行委員（参加者の約半分）だけの宿泊にした。そのため、夜の参加者全員の全体会はできなかっ
たが、実行委員がじっくり話す時間がとれた。O Ｂがたくさん参加してくれたことも今回の良かっ
た点である。夜の委員会では泣きながら話す生徒もいた。実行委員をすることで彼ら自身も自分
の心を整理できる機会になるということが実感できた。1 日めの夜と２日めの交流会終了後の 2
回の反省会は、ほとんどが実行委員とOB で話し合っていた。おとなのサポーターは何も言わず、
見守ることに徹していた。彼らの様子から、15 回のつながりの中で先輩から後輩へとそれぞれ
の思いが伝わり、それぞれが成長しているのがわかる会だった。

②ルーツ別交流（中国やフィリピン、日本生まれなどルーツによる班分け）・
　班別交流（ルーツや学年を混ぜた班分け）

　今回はまだ日本語が分からない生徒の参加も多かったため、１日めの午後に「ルーツ別交流会」
を行った。母語での話し合いは盛り上がった班もあるが、深い話に持って行けず、すぐゲームな
どで雰囲気を変える班もあった。フィリピン、中国の班は母語で話せるのでよかったが、多国籍
の班は共通言語が日本語か英語であるため、来日直後で日本語が分からない生徒には通訳をつ
けた。しかし、ミャンマー、ウクライナ、ベトナムなどは通訳がいなかったため、しっかり理解で
きず、十分に自分の意見が言えなかった生徒もいた。
　司会役の実行委員の生徒の準備会が少なかったため、深い話にはなかなか持って行けず、苦
労していたリーダーもいた。参加者の中には「こんなことで困ったことはないか、新しい日本人
のお父さんはどう？」など彼らがよく抱える悩みを実行委員が聞いても「何も問題ない」「困った
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ことはない」という生徒もいた。しかし、多くの OB は、外国で生活していて「困ったりいやだっ
たりすることがない。問題ない、という子はいない」と断言する。
　彼らのほとんどがクラスに１人、または学校に１人の外国人として在籍しており、孤立している。
話し合いで出た話題は学校のクラスで一般の日本ルーツの同級生には言えない、または、話して
も理解してもらえない内容が多い。彼らが周りの反応を気にせず、話せる貴重な機会になった。

８　反省・今後の課題
今回もおとなの実行委員会の開催が遅れ、事前の生徒実行委員会の開催が 1 回しかできなかった。

また、各県に働きかけて、参加を募ることも遅れ、今回の参加は大分県からだけであった。2023 年
度第 16 回は早めに実行会を開催し、オンラインでの開催の準備も進めていきたい。他県からの参加
も大分県だけでなく九州各県のサポーターに参加を呼び掛けたい。

しかし、昨今の外国ルーツの子どもたちの増加状況を考えると、来年度の参加者数は 22 年度より
さらに増加することや、国数も増え通訳の確保も難しくなることなどが予想される。例年通りの参加
者全員の宿泊を伴う開催を行うためには、会場や宿泊施設、予算、サポーター、通訳など今まで以
上の準備が必要になる。状況によっては、オンラインによる交流会も含めた開催の方法も考えなけれ
ばならない。
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2022 年 12 月 27-28 日まで、福島県北塩原村にて、福島県内のひとり親家庭の子どもたち
が東洋大学の学生たちと交流する活動を実施した。ひとり親家庭の親たちは普段から仕事と家
庭の両立に忙しい毎日を送っているため、休息（レスパイト）してもらうこと、子どもたちは、親
や友だちとは異なる「斜めの関係」を学生たちと築くことで、新たな視野を持ってもらうこと、
学生たちは、子どもたちとの交流の中で自分たちにできることを考え、深める機会をつくることを
目的とした。

当日の活動に先立ち、11 月 12 日には、東洋大学の教室と福島県のひとり親家庭の子どもた
ちの居場所をオンラインで繋いだ交流会も実施し、学生と子どもたちとの交流を深めた上で当日
を迎えることができた。オンライン交流会ではジェスチャーゲームなどをオンラインで実施した。

中学生や高校生の子どもたちには、5 月から土曜日の午前中や平日の夜の時間、夏休み中を
使ったオンライン学習会の支援も行ってきた。

当日の 1 日め午後は、北塩原村自然環境活用センターで学生たちと福島県内から集まった子
どもたちが合流し、2 日間の開会式を行った。まずは、体育館で、尻尾とりやピンポン玉ゲーム
などのレクリエーション活動を行った。受験を控えた中学生など勉強したい子どもたちには和室
で学習支援を行った。夜にホテルに移動してからも、夕食後に学習支援を継続し、小学生たちと
はカードゲームなどを行って交流した。2 日めの午前中は、スキー場のキッズパークで子どもた
ちと学生たちのペアごとに、そりや雪だるま作りなどの雪遊びを行った。雪遊びの合間に学習支
援やカードゲームを行うペアもあった。

1 泊 2 日という短い時間ではあったが、オンラインで事前に会っていた子どもたちもいて、交
流が弾んだ。子どもたちからは、「家に帰って、たくさん思い出話をした」、「体育館のレクやバレー
ボール、ドッジボールが楽しかった」「雪合戦、そり遊び、雪だるまづくりも楽しかった」、「勉強
のわからないところを教えてもらえてよかった、勉強の合間の雑談も楽しかった」などの声が寄せ
られた。同行した保護者からも「子どもたちが遊んでいる間に、おとな同士でゆっくりおしゃべり
できてリラックスした時間を過ごすことができた」という感想が寄せられた。当日のプログラムに
同行していない保護者からは、子どもたちを見送ってから家で仕事や家事を済ませることができ、
休息できたという声を後日いただき、レスパイトの目的を十分に果たすことができた。

今回の活動は、東洋大学は、大学 3-4 年生のゼミ（3 年生 17 人、4 年生 17 人）授業とし
て実施されたが、ゼミの学生たちだけにとどまらず、他学部他学科の学生たちにも広報し、ゼミ
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の学生以外の学生たちも 6 人がボランティアとして当日のプログラムに参加した。そのため、ゼ
ミの学生たちを中心に、ボランティア学生のための説明会や交流会も各 1 回ずつ、計 2 回企画
している（対面とオンラインで実施）。ゼミの学生たちは、ゼミ長や副ゼミ長の 4 年生や福島の
活動リーダー（4 年生 2 人を中心に、学習支援のリーダーの 3 年生など）を中心に、学内のエ
クステンション課（ボランティア支援室を抱える部署）などとも調整を行いながら主体的にプロ
グラムの企画および運営を行った。リーダーとなったゼミの 3-4 年生は、他の学生たちをリード
するという得難い経験も得ることができた。参加者アンケートをまとめたり、現地での活動中や
東京に戻ってからも学生同士で振り返りを行うなど、今後も継続していく予定のプログラムをど
のようにしたらよりよくできるのかの話し合いも丁寧に行っていた。

（ゼミ長 藤波亮太、担当教員 小野道子）
【子どもたちとのオンライン交流会】

  

【ボランティア学生も含めた事前学習会】

 

【1 日めのレクリエーション】

第 23 回「子どもの権利条約具体化のための実践」活動報告
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【2 日めの雪遊び】            　　　　 【1 日めおよび 2 日めの学習支援】 　

　　　　　　　　　　　　　 

＜ゼミ学生の感想＞

22 年度もしんぐるぺあれんと F・福島様と共同で 21年同様 1泊 2日の福島の子どもに
寄り添うプログラム（ウィンターレスパイト）を開催することができた。新型コロナウイ
ルス対策として 3日前の PCR 検査もしくは前日の抗原検査を受けることを参加学生全員に
お願いし当日を迎えることとなった。
22年の企画では、21年度と場所を変えて Acthive Resorts 裏磐梯に学生としんぐるぺ

あれんと F・福島の参加者全員で宿泊したことが大きな違いだった。そうしたことで、夕
食後に高校生の参加者は学習支援を受ける時間を作れたり、小学生の参加者と学生でボード
ゲームをする時間を作ることができ、より長い時間の交流を行うことができた。
今回の大きな反省点としては初日の交流場所である北塩原村自然環境活用センターに暖房

機能がないことを確認していなかったことが挙げられる。到着した時点で体育館の周りは
雪に覆われており、冷蔵庫のように極寒の体育館となっていた。レクリエーションで、は
じめから身体を動かして遊ぶイベントを用意する、カイロを配るなどの対策は行ったが、
数人寒さにやられてしまう参加者が出てしまった。反省会の際に森田先生からもお話があっ
たが、子どもとおとなでは寒さの感じ方や身体の冷え方も違っている。その中でどれだけ
子どもを見て、声掛けやケアを行うことができるかが子ども支援の場では非常に大切であ
るという事を見つめなおすきっかけとなった。
最後に、活動全体を通して学生に積極的に話しかけている子どもの姿や、子どもととも

にレクや雪遊びなどを楽しむ学生の姿が印象に残った。21年のレスパイトの反省会で知り、
22年の活動目的にもなっている子どもと学生の「斜めの関係」というキーワードについて、
当日の交流の様子を見る中で学生と子どもの間に良い関係性ができているように感じた。
22年度は数回のオンライン学習支援や 1度だけのオンライン交流会という形でレスパイト
当日を迎えた。23年度はその回数を増やしたり、学習支援以外でのオンライン上での交流
を新たに模索して行うことを目標に、年間を通して継続的な関係の構築をめざしていくこ
とがより良い活動につながるのではないかと考えた。23年度も素晴らしい活動が実現でき
ることを期待している。

（レスパイト係リーダー 4年　青野七海）
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22 年度も無事にレスパイトの活動を開催できた。私自身 22年度から初めて参加し、活
動を通して様々な発見があった。良かった点としては、学生と子どもの間でスムーズに打
ち解けられたことだ。デイキャンプでの経験を活かし、レスパイト当日は学生側から積極
的に話しかけたり、時には子どもの話に耳を傾けるなど、適度な塩梅でコミュニケーショ
ンをとっていた。その甲斐もあってか、子どもたちもレクリエーションや学生たちとの会
話等といった交流を楽しんでくれており、我々としても非常に喜ばしく感じた。また当日
以外にも事前にオンライン交流会を行ったことで、学生と子どもの相互でどのような人が
いるのか知ることができ、子どもたちも本番当日をより楽しみに待っていてくれた。事前
交流を行うことで良いスタートを切れたので、来年度も回数を増やすなどして続けるべき
だと思う。
反省点としては、子どもたちの体調面を管理しきれなかったところにあると思われる。

今回１日めに活動を行った北塩原村は気温も低く、辺り一面は雪が積もっており同時に自
然環境活用センターには暖房設備がないためより肌寒く、いつ風邪を引いてもおかしくな
い状況だった。そのような冷え切った状況下でレクを続行したことで腹痛や寒気を訴える
人が出てしまう事態となった。ただ子どもたちを楽しませることだけが重要なのではなく、
一時的に子どもたちを預かる身として、体調面や行動面等もっと広い視野を持って関わる
ことが重要なのだと気づくきっかけとなった。活動中は体調に変化はないか、寒くはない
か常に定期的に尋ねる等といった姿勢を忘れず、23年度は改善できれば良いと思う。
活動を通して準備等で大変に思うことはあったが、どれもかけがえのない時間だった。

一人一人の思いは違っても、ゼミ生全員が一丸となってそれぞれの仕事に熱意をもってと
りくんでおり、とても良い雰囲気を小野ゼミから感じた。23年度もゼミ生みんなの個性と
優しさ、活動を通して感じたことを忘れずに、より良い活動ができることを祈っている。

（レスパイト係リーダー 4年　根岸哲平）

22年度初めてレスパイト活動に参加したが、無事に活動を行うことができたと思われる。
私は主に児童への学習支援活動に参加したため、学習支援の感想及び良かった点・反省点・
改善点を述べる。学習支援の良かった点として、ただ学生が子どもの勉強を見たり、わか
らない箇所を教えるだけではなく、交流を含めながら活動を行えたことが大きいと思われ
る。学習支援に参加する子どもは 1日めのレクと別行動をとり、開会式を終えすぐに勉強
会を始めたため、学生と子どもの心の距離が離れた状態であった。そのため子どもの学習
をサポートするだけでなく、集中力が切れてきたら雑談を挟むなど、距離が縮まるような
コミュニケーションをとったことで、夕食後や 2日めの学習支援を円滑な形で進めること
ができたと思われる。
反省点として挙げられるのは、学生が教えることのできる単元が限られており、教える

のが難しい単元が存在したことである。特に数学を教えることのできる学生が少なく、中学・
高校時代に学習したことがある内容でも、「教える」という点までには至らず、逆に子ども
を困らせてしまったことがあった。また、学生毎に得意な単元がそれぞれ違い、細かな連
携をとることが難しかったことも反省するべき点である。
これらから考えることのできる改善点として、事前に学習支援担当学生が、教えること

のできる、又は得意な単元を共有し、子どものニーズに最大限応えられるように科目毎の
振り分けを行うことが挙げられる。また教えるのが難しい単元に関しては、その科目の基

第 23 回「子どもの権利条約具体化のための実践」活動報告
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礎単元の復習を行ったり、参考書を持ち込むことで、根拠を持った状態で、子どもを不安
にさせないような学習支援を行うことができるのではないかと考えられる。
活動を通して、ゼミ生同士の交流を活発に行なったことで、準備から活動まで真摯にと

りくむことができたのではないかと思われる。小野ゼミは学生の個性が尊重されるゼミで
あると考えており、学生のストレングスを活かすことができていたと考えている。23年度
も、現 4年生が尊重していたこの考え方を引き継ぎ、ゼミ生全員が精力的に活動できるよ
う努めていきたい。

（レスパイト係副リーダー　3年　三五健介）
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     加賀おやこ劇場の目的
優れた児童文化を鑑賞し、その創造研究普及のために努力し、それを通して未来の担い手となる

子どもたちの自主性、創造性、民主性を育み、豊な人間に成長することを図ります。
おとなと子どもが、交流連帯する中で子どもの幸せを守ります。
少しずつ新型コロナウイルス感染症が収まり、２年間延期・中止となった従来の活動 ( 宿泊などを

ともなう活動 ) ができた１年でした。
 

◆進級会 / ４月 16 日 ( 土 ) ～ 17 日 ( 日 )  / セミナーハウス　あいりす　
なかなか集まっての会議ができなかった高校生から宿泊して話し合いをしたいと言った意見が出さ

れ、新型コロナウイルス感染症も落ち着いてきたことから、高校生と青年たちだけの宿泊合宿をして、
年間計画などを話し合いました。高校３年間のうち２年間近く従来できた活動ができなかった子ども
たちは、おやこ劇場だけではなく、学校でもいろいろな課外活動などができなかったこともあり、いろ
いろやりたいことがたくさんあるんだと感じました。大事な中高生・大学時代に「コロナ禍」で生活
しなくてはいけなかった子どもたちが、これから様々な体験ができるようにしてあげたいと、おとなの
中でも話し合われました。

◆高学年キャンプ / ７月 30 日 ( 土 ) ～ 31 日 ( 日 )/ 県民の森
　キャンプ事前話し合い / ７月 24 日 ( 日 )/ 交流プラザさくら会議室
　（キャンプ参加者全員で交流しながら、班ごとに持ち物分担・注意事項などについて）

話し合いを何度も重ね、「コロナ感染」に対しての様々な意見、思いが出されましたが、今年は、
従来通りのキャンプをしよう！ということになりました。テントを張って、感染予防に物凄く気を配りな
がらですが、久しぶりのキャンプができました。日常生活から離れてテントを張って宿泊の体験ができ
て良かったです。

テントを立てたことがない子どもたちに、高校生・青年たちが教えながら、やっと立てることができました。
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遊ぶときは全員参加が決まりのキャンプで、大自然を謳歌。小学生、中学生、高校生が一緒に遊びます。

お米とぎ・火起こしなどいろいろ経験します。

◆高学年キャンプ / ８月 27 日 ( 土 ) ～ 28 日 ( 日 )/ 所司原キャンプ場

　　　　　　　　　班対抗ゲームで盛り上がる。食事当番も班ごとで。

久しぶりの夕飯作り
で、どの班も時間が
かかり、 食 事 時 間
が予定より大幅に遅
れ、真っ暗の中ラン
タンの下で食事。
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◆県内の高校生交流会 / ８月 27 日 ( 土 ) ～ 28 日 ( 日 )/ 小松市安宅コミュニケティーセンター
2 年ぶりの高校生交流会。3 年間で 1 回でも経験できて良かったです。今回は買い出ししてたこ焼

きパーティー。その後みんなで様々な遊び ( ワークショップ ) をして交流しました。

◆越前松島水族館　夜さんぽ /10 月１日 ( 土 )/ 越前松島水族館
新型コロナウイルス感染症が収まってきたので、みんなが楽

しめる企画をしたいという意見から、「夜の水族」貸し切り」＝
夜さんぽを行うことになりました。

参加人数が少なくてもと思っていたところなんと県内劇場から
の参加も含めて 320 人もの参加があり、びっくりしました。今
まで密になる活動は自粛となっていましたが、みんな大勢で遊
んだり集まることを求めていたんだと思いました。館内では、高
校生、青年たちが考えた、ゲーム、スタンプラリーを実施。

水族館の中にひそんでいる変装した高校生・青年を見つけたら
スタンプを押してもらいます。５つ集めたら出口で景品がもらえます。

みんなでイルカショーを見学みんなでイルカショーを見学みんなでイルカショーを見学
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◆げきじょう祭り /2023 年１月８日 ( 日 ) ～９日 ( 月 / 祝 )/ かが交流プラザさくら
加賀おやこ劇場創設以来毎年行ってきたげきじょう祭りも、
この 2 年間できませんでした。今年は、食べ物のお店は NG
としましたが、その他ゲーム・手作りの物など子どもたちの
お店の出店がたくさんありました。新型コロナ感染防止のた
め、招待状を会員の友だちに配布し、それがないと参加でき
ないとし人数制限を設けましたが、おおいに盛り上がった祭
りとなりました。その中で中高校生たちもゲームのお店を出
店しました。

◆ウインターキャンプ /2023 年１月８日 ( 日 ) ～９日 ( 月 / 祝 )/ 大杉みどりの里

危なくないように、高校生・青年た
ちが見守っています。

まだ黙食で、ついたて越しに食事を
します。

体育館で高校生が中心となって、全
員で遊びます。毎年、いろいろな遊び
を考え、引率のおとなも皆感心してい
ます。
がっちゃん鬼ごっこ。がっちゃんと腕
を組まないと鬼に捕まるので、これを
すると、年齢性別を超えて仲良くなり
ます。

みんなでイルカショーを見学みんなでイルカショーを見学みんなでイルカショーを見学
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◆いらずの森 /2023 年３月 18 日 ( 土 ) ～ 19 日 ( 日 )/ 白山青年の家
　趣旨・目的

いらずの森はおやこ劇場の年間を通した様々な活動
の中のひとつで、子どもの自主性を育むことを目的に
27 年間継続してきた活動です。

子どもの表現力（コミュニケーション力）を高める事
と子どもたちの仲間づくりの体験の場となっています。
親いらずの活動という意味で「いらずの森」という名称
となりました。

例年プレイ ( 劇作り ) とダンスに分かれ、作品とし
て仕上げ、それを発表するという形で、子どもたちの
自主性や、創造性を培う大事な活動となっていました。
でも他の活動同様 2 泊 3 日での活動も３年間全くでき
ませんでした。この 3 年間は「日帰りいらず」として、できることを子どもたちが考え、別の形でやっ
てきました。

今年はどうするかと話し合いを重ね、2 泊するのはまだ感染予防のため難しいとなり、1 泊 2 日で
となりました。1 泊 2 日で、創作劇を完成させるのは無理だということで、オンラインでの話し合い
の結果、班ごとに独自の遊びを考案し、発表、実践をすることになりました。最後に投票でどの遊び
が 1 番楽しかったかを決め、1 番になった遊びは今後の活動で使っていくと決まりました。

６つの班に分かれ、班ごとに話し合い考えたどの遊びも、個性的で、遊んでみると皆必死になり、
とても楽しかったです。遊びについてのプレゼンもなかなか工夫があり、子どもたちの想像力のたくま
しさに感動しました。　

➊ ❸ ❺

❷ ❹ ❻
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投票、表彰

話し合いで、今回のいらずの森は「遊びを作る」ことに決まりました。
※話し合いで意見をいうのが苦手な子どもには、プレゼン用のパネルを作成してもらう。
※小学生から意見が出るようにまずはみんなで遊び、心をほぐしてから班を発表し、班対抗のゲー

ムなどで班内の子どもの交流を行い、その後時間をかけて独自の遊びを作り出す話し合いをする
こととなりました。

それぞれの班が自分たちが考
えた遊びのルールや名前など
を発表プレゼン。

実際にそのルールでみんなで遊
んでみる。

終了後投票

班ごとに遊びのプレゼン。

班ごとに作戦タイム。

班ごとに遊びのプレゼン。

6 つの遊びを全員で体験。
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黒板に出た案を書き出す班、膝を突き合わせながら、話し合いをする班、体育館で実践しながら
作り出す班など、班ごとにリーダーを中心に半日かけて、話し合いが行われました。

いらずの森では最終日の発表の優劣を競う事が目的ではなく、他人を認め、一人ひとりを大事にし、
皆が楽しくひとつの作品を作る過程を 1 番大切にしてきました。今回も短い時間でしたが、それがしっ
かりと受け継がれていたと思います。年代を超えた関係は、お互いの成長を実感できます。下の子ど
もたちに慕われ頼りにされる事で、モチベーションができ、皆の前で発表する経験を繰り返すことで、
リーダーとしての自覚と楽しさがめばえていると感じます。小学生や中学生たちは、高校生に認めら
れることで、少しずつ協調性や積極性が芽生えてくるように思います。

とは言っても、終了後の反省会でこの３年間２泊３日のいらずの森ができなかったことで、「高校生
の体験者が少なく、23年度今までのように劇が作れるのか？」などの危惧した意見も出されました。「い
らずの森での体験は大変な分とても大事で、達成感が他の活動とは違う」との体験者からの意見から、

「中学生小学生にもこんな体験をさせたい」となり、23 年度は従来通りの創作劇づくり、創作ダン
スをすることを決定しました。そのために１年かけて、話し合いや活動をしていくことになりました。

一人ひとりのあるがままを大事にすることを忘れずに、今後も子どもたちの居場所づくり、関係づく
りの活動を継続していきたいと思います。
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◆５⁄８（日）　上越市　直江津学びの交流館
◆参加者 19 人（生徒・卒業生　10 人　おとな　9 人　うち保護者１人）

2022 年度初の交流会だった。トランスジェンダーを自認する生徒から「名前」に対する違和感や
改名の話題が出た。名前をつけてくれた親への思い、自分がその名前に対して違和感を感じている気
持ち、自分が望む気持ちで呼ばれたい思いなどが語られた。性別変更について、就職前に性別変更
をしたい、改名もすませたいなどの焦りなども話され、それぞれが自分の考えを話した。数年前に一
度参加した生徒がふたたび参加して、ここまでの高校生活について語る場面もあった。新しい参加者

（高校生）が２人おり、少しずつ自分のことを語った。保護者の方の参加もあり、「保護者の会」が
あるとよいというお話もあった。

（感想なし）

◆７⁄ 24（日）　長岡市　長岡アトリウム
◆参加者 13 人（生徒・卒業生　９人　うちオンライン参加１人　おとな４人）

長岡では久しぶりの開催だった。最初に３～４人の小グループにわかれ、それぞれで話してもらい、
その話題を提供するという形をとった。初めてや２回めの参加者も自然に会話に加わることができ、
それぞれのグループで話が盛り上がった。性別違和の話、学校の悩み、学校の友人の話、恋バナまで、
さまざまな話題が出て、仲も深まったようだった。特に恋愛の話は、なかなか学校や家庭では難しい、
という意見が多く、恋愛や人間関係のつくりかたについて、初めて人と話した！という声もあった。

◆感想
（生徒、卒業生）

・今日はいつもとは違う感じの交流会となり新鮮でした。恋愛の話や楽器の男女差など、普段
はしないような話も出て、こういう感じの交流会も悪くないと思いました。また次回も参
加したいです。

・今日は恋愛のことや人間関係のことなど、今までの回であまり話さなかったような話題が
多く出て、とても興味深かったです。やり方を変えるとかなり雰囲気が変わるんだなと思い、
楽しかったです。
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・小さい頃の経験や学校の環境などで「物事」に対する考え方って全く違うことを強く感じ
ました。恋を知らないので完全に置いてけぼりになりました……。少人数で話すと会話が
はずむので良いなと思いました。

　（身近な人からあこがれてる著名人まで）他人に対する興味が湧いてる時、推してる時、
好きな時はいいけど、いざその相手に好かれると「思っていたのと違った……」となるの
が怖いので、無意識に人を避けているのかなあと思いました……。普段の生活でもっと深
く考えてみたいと思います。好きでも何でもない人が自分に対して攻撃的になってきた時
は、「この人はこういう人なんだ」とあっさり気にしなくなれるのですが……。最近飼っ
ている犬が雷や雨におびえてくっついてくるのですが、それもうっとうしいと感じるとき
があります。くっつかれるのが嫌なだけかもしれないですが……。

・皆さんの様子を伺っている中で率直にご自身がお考えになっている事を仰っていて、感嘆
致しました。交流会が高校内でも設けられるのは素晴らしいと感じました。その際はぜひ
参加させていただきたいです。

・初参加でしたが、とても楽しく過ごさせてもらいました！面白い話や恋愛の話、いろんな
考えを知れてすごく面白かったです。

・２回めの交流会であって少し慣れたのでしょうか、たくさん話せて楽しかったです。太陽
さんに会えてうれしかったです。

・Aさんのアドバイスの通りに、多くの人と交流するなどの行動を起こして自分の恋のあり
方を見つけようと思いました。Bさんがおっしゃっていた不良の話がとても印象に残りま
した。不良を作ってしまう人こそが不良であるという考え方が世の中に広まってくれると
良いと思いました。学校に行かなくても良いという話に共感しました。私は高校を卒業す
るために学校に通っていて、そのために不必要なイベントには参加していないのですが、
それでも良いのかなと思いました。そのかわり、学校外のイベントや学校の授業以外の勉
強を頑張ろうと思いました。皆さんのお話を聞いて自分ももっと勉強したり行動を起こし
たりしたいと思いました。次回の交流会までに、皆さんにお話しできる成果をあげたいと
思います。

・恥 ///　今日は今まで色々見せなかった？見せてなかった所が出て恥い ///　一番はしょー
じきな自分でいること、自分のやりたいことを見つけて一生懸命になれれば自然と自信が
ついて前に進めるようになります！次回参加する時はもう少し自分の中の自分をまとめて
から行きたいと思います。

（教職員などおとな）
・恋バナを自由に話せる場ってすてきだなあと思いました。「学校がすべてじゃない」学校を

休んで、旅行に行ったり。そしたら世界が広がった。３人でグループで話した時に、はじ
めは「話すことないなあ」と Cちゃんと Dさんが言ってましたが、「大学どう」とかいろ
いろ話しているうちに二人からいろんな事が出てきて、思っていることを素直に話してく
れたので、大変有意義でした。
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◆ 10 ⁄ 16（日）上越市　直江津学びの交流館
◆参加者　13 人（生徒・卒業生　９人　おとな４人）

新しい参加者が少なく、その分深い話ができた。就職活動をしている参加者が多く、就職活動に
ついての悩みや不安が語られた。また、ボイストレーニング、容姿などの話も多く、「こうありたい自分」
に向けた努力や、「自分ってなんだろう」という葛藤が語られた。また、家族の悩みも出され、家族
の中でも祖父母（高齢の家族）からの理解が難しい話、認知症や介護の話題など、多岐にわたる話
題が出された。音楽を志すＢさんの歌声が素敵だった。

◆感想
（生徒、卒業生）

・約２ヶ月半ぶりの交流会で、話したいことが積もり積もっていて、話したいままに喋って
しまいました。家族関係のことで悩んでいましたが、みんなのお話をきけて、少し逃げ道
が見えた気がします。

・今日は、家族の事、就活の事、また色々新鮮な話題が出て勉強になりました。問題がない
家族はほぼないんだなと思いました。今後も色々と壁にあたることはあると思いますがめ
げずに頑張っていきたいと思いました。

・今回皆様のお話を伺うことができ、よかったです。幼い子どもは精神が未成熟であり、物
事がいかに複雑であるか、それを認識できない、また、お年を召された方は人と関わる機
会が減り、その結果、自分の根底にあるものが残り、それに適さないものを排するように
なってしまうという持論には、私も共感致しました。同時に、前者はこれから学んでいく
ことができるとして、後者は、既に形成されてしまった部分を覆すことは難しい……と感
じました。

・聞き専になってしまいました。ほぼ全ての話で意見を言って出しゃばりと思われた方もい
るか分かりませんが、サンコウにしていただけると幸いです。次回は話せるようなネタを
持ってきます。今回はありがとうございました。

・私がめざす自然観察指導員は、子どもたちに環境や生態について教えることもあるので、
おとなは子どもに対して話を単純にして伝える。だから子どもは単純であることを好む。」
ということを心にとどめておき、「正しいことをつたえる」「伝えたいことを伝える」こと
をあきらめずにとりくもうと思います。話を単純にするために「伝えたいこと」を切り捨
ててしまわないようにしたいです。

・３回めの交流会なので頭が真っ白にならなくてよかったです。色々のカミングアウトしま
したが反応が普通で受け入れてくれたので良かったです。Eさんとも会えたのでよかった
です。楽しかったです。ありがとうございました。

・自分は「どちらでもありたくない」「どちらかじゃなくてもいいや」と思って生きている
人間（身体に違和感がないゆえの）なので、トランス女性（男性）の話を聞いて考えさせ
られることがたくさんありました。自分が自分でありたい性（性自認）でも自分を苦しめ
てしまうのであれば「どちらでもないし、どちらでもある」方が不思議で面白いのかな～？
とか……。極端に考えると、それこそ間が見えなくなってしまう（ないことにされてしまう）
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ので、自分の中では気をつけています……。
・重たい話もあったり、楽しい雰囲気の話もあったり、慣れてきたら中学の別室と似たよう

な空間だと思った。すごく頭の中がいっぱいになった。途中からどうやって自分なりに咀
嚼しようかずっと考えながら話聞いてた。改めて性別って難しい。世の中のしくみって難
しいって思った。

（教職員などおとな）
・Bさんの（歌う）声が聞こえて良かった。家族のこと、友だちのこと、手術のこと、今回は深い、

考えることが多かった。Fさんのことも応援したい。

◆ 11 ⁄ 20（日）新潟市　高校会館
◆参加者　13 人（生徒・卒業生　５人　おとな４人）

久しぶりの新潟開催となった。若者の参加が５人と少なかったが、下越のほうで今まで参加が難し
かった方が初めて対面で参加できた。保護者の方がふたり参加した。参加者が少ないと話は深くなる
ことが多く、今回もひとりひとりが深く話をすることができた。また、「尊厳を傷つける法律」の動画
を鑑賞し、性別変更における手術要件の必要性について深く考えるきっかけとなった。

◆感想
（生徒、卒業生）

・今まで自分の悩みにしか目が行っていなかったが、様々な人の様々な事情を聞き、視点が
また広がった。

・自分（性自認）も相手（他人）も含めて、（広義での）性別を判断する方法を自分の中か
ら追い出そうとすることが果たして良いことか悪いことか分からなくなってしまいました
……。トランスジェンダーについて思ったことが「性自認が揺れ動く」のも「ホルモン注
射を始めた人」も「手術が終わってる人」も同じトランスジェンダーというくくりにされ
るのが、違和感を感じました。（みんな背景がちがうので……。）（トランスジェンダーに
対する社会からの態度に影響があるのかなあと思います。）自分でもよく分からないこと
を言葉で伝えるって難しいのと、伝えるまでいかない（言葉にするまですらいかない）ので、
言葉にするのをまず頑張りたいです……。

・今日は私たち（トランス？）のことを中心に話しましたが、改めて戸籍変更を体にメスを
入れずできるようになるといいなと思いました。私は今まで手術をしなければ女性にはな
れないのだからやむをえない事だと思っておりましたが、それは違う考えだったんだと思
いました。自分の中にある「ステレオ」がどんどん浄化されていっているなと思っています。
私は今後手術していく方針であることに変わりはありませんが、同じ当事者にそれを押し
つけたりはしないように心がけていきたいです。

・生きる場所がないならつくればいい。人間は一つの国　国は先生をするところもあれば同
盟を組む国もある。一つの国同士がつきあっていく……。（ｂｙママの方のおじいちゃん）
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必ずしもその国にそまらなくても自分という国を立ち上げればそれが一つの個性として耀
く。何にも縛られない自分が、好きな自分が生み出せるようにしたいです。

・自分を好きでいられるようにする。努力は誰にもできるわけじゃない。好きでいてそれを
オープンできることは自分のやりたいことだと気がつくことができました。

・ふつーとは何か。自分のやりたいように、とわりきれるうちは考えなさすぎ。相手とシャッ
トダウンしているのでは？と少し書いてて思いました。なんかモヤモヤ。よくわからない
ですけど、このことについてはもう少し考えさせてください。

・「清く正しい～」という言葉を初めて知りました。私は性自認が決められないのですが、性
自認を男性に決めないと「ゲイ」の仲間に入れないのではないか、と思っていました。中
途半端な私は一人ぼっちなのではないかと思っていました。しかし、ジェンダーはきっと
人の数だけあって、無理して仲間に入ろうとしなくてもよいのかなと今日の交流会に参加
して思いました。

（教職員などおとな）
・とても勉強になりました。以前Hさんに取材させてもらい、若い世代はジェンダーやセク

シュアリティの認識が私たち世代より進んでいるので、周囲もあたたかく見守ってくれて
るんだなと思いました。しかし、今日話を聞いて世代による認識の差ではないことが分か
りました。一事が万事、この調子で、聞いてみないと分からないことだらけです。家族、
友だちへのカムアウトや特に学校という空間でどのような問題がおきているのか、どう課
題を解決できるかといった点に関心があります。これからも勉強できればと思います。今
後ともよろしくお願いします。本日はありがとうございました。

・毎回、久しぶりに参加すると、以前悩んでいた人が、その悩みに対する（解消ではなくても）
新しい視点を獲得していたり、少しずつ「なりたい自分」に近づいている姿に感動します。
一方で、今学校で苦しい思いをしている現役高校生の姿に、日頃の自分のあり方を反省さ
せられます。数百人の生徒たちが多様であること、を、ほんとうの意味で受け止められる
力をつけなければ……と思います。

・今日はありがとうございました。女性→男性の対（つい）としての女性、というところ、
たしかに！と思いました。世の中で一般的？に言う、女性らしいのが女性とするなら、自
分はあてはまらないなあ……。と思っていたので、ストンとおちました。しかし、矛盾を
感じるところが許容でなかったり、自分らしさとは決定的にちがうものを求められると、
本当に苦しく、生きづらいのだろうと思いました。学校では、頭では（言葉では？）言っ
ていても、教員の行動がちがう、ということがよくあると感じています。自分も含めて、
そういうところを学んで、人権感覚をしっかり高めていきます。

・自分が真に思うこと、を大切にしながら「今の自分」が語られる会が、とても尊いと感じ
られる会でした。同時に、そこに参加して気持ちよくなるだけでなく、新たな実践、新た
な仲間づくりをすすめていきます。参加させてもらってありがとうございました。

（保護者）
・久々の参加でした。参加者がおとなに向かって成長している姿が見えて、交流会の意義を

感じました。
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◆１⁄７（土）　上越市　直江津学びの交流館
◆参加者 15 人（生徒・卒業生 10 人　うち一人オンライン参加　おとな５人）

１月頭ということで、久しぶりに参加した卒業生がいたり、初めて参加した中学生がいたりとにぎや
かな会となった。久しぶりに参加した卒業生の G さん（この会の発起人）が、自らの性に対する認
識の変容を語り、非常に感慨深かった。性別ってなんだろう、男って、女って……。そんなことを深
く考える機会となった。

（生徒、卒業生）
・自分の性の分からないことをまとめたい。悩みを抱え込むの NG。性は人それぞれ、合わ

せなくていい（性はこうあるべきとか無い！）自分を責めないようにしようと思った。
・毎回みんな本当によく考えていていつ来てもいい話が聞けて来て良かったと感動する。歳

関係なく、各々の場所で経験したこと、その中での悩みを共感、共有できることは、本当
に健康的で、やっぱり大事だと思った。「伝え合う場」って大事！全然関係ないのに、泣い
てしまってすみませんでした。仕事の方でも一悶着あってメンタルがやられてて、落ち込
み気味だったのでメソメソしちゃいました。でも本当に私はいつも来て良かったと思いま
す。ここで聞けた話を糧にして。私もまたふんばっていこうと思いました。

・自分の悩みや考えを話す事で自分の中でまとめることができた。世間で一般的とされるも
のにとらわれずに、自分自身少しずつ整理して自分らしさを持って行けたら良いと思う。
社会に出ていくにつれてどのような悩みをかかえてどのような問題に直面するかまだわか
らないが、広い視野をもって周囲とかかわりたいと思った。

・いつも悩み相談みたいな話題になってすみません、という感じですが、今回は人権、公共
の福祉という観点から知見を得ることができました。みなさんが私よりはるかに深い話題
をお持ちなので、次回は私もいろいろな観点から話せたらいいなと思いました。

（教職員などおとな）
・初めての生徒交流会に参加しました。自分のことを話すことになるとは思っていませんで

したが、自然と話をしていました。自分についての新しい発見もあったし、たくさん勉強
になったこともありました。これからも参加したいと思っています。もっとたくさんの方
の話をききたいし、話せるように自分のことを考えていきたいと思っています。
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１　活動内容
「子どもけんり　なんでやねん！すごろく」を広めよう
ワークショップ、ブラッシュアップなど
子どもの権利条約フォーラム in 那覇・おきなわへの参加にむけて
沖縄平和学習　７回　＠こどもの里
子どもの権利条約フォーラム in 那覇・沖縄　参加・分科会
沖縄スタディーツアー

　　2022 年こども会議のとりくみ
<2022 年度のこども会議チームですること話しよか～ >
　　＊スゴロクを使ったとりくみについて考えよう
　　＊2022子どもの権利条約フォーラム in 那覇・沖縄への参加について計画をたてよう！
21 年は「子どもけんり　なんでやねん！すごろく」をもって、おとなもいろんなところへ行ったよ。

という報告や、川崎に行ってどうやった？とふりかえりながら、22 年に「やりたい」って思うことは？
沖縄のフォーラムはどうしよう？！など話しました。みんな新学年、新学期を迎えて、じぶんの周りの
環境の変化があって「沖縄行きたいけど、学校休みたくないな～」という声も聴こえてきました。

●阪南市や福知山でなんでやねん！すごろくを使っての

子どもの権利ワークショップにでかけたり、西成の「子

ども元気まつり」であおぞらすごろくをしました。

●８月は映画「ゆめパのじかん」をみんなで観に行きま

した。川崎でのフォーラムのことを思い出したりしなが

ら、その後、場所を移動してこども会議をしました。こ

ども会議では、2022 子どもの権利条約フォーラム in 那覇・沖縄のことについて話をしま

した。みんなで沖縄のことを知ろう！と話をして、方言や食べ物や行きたいところも調べ

ました。Ｍちゃん、Ｎちゃんがエイサーをしているので、大正区で行われているエイサー

祭りで披露した動画も観ました。沖縄についていろいろ話をしていると、なんかちょっと
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ドキドキ・わくわくしたり、飛行機乗るの怖い～と不

安になったりの気持ちを話して、次のこども会議まで

に「沖縄のこともっといろいろ調べて来よう」「フォー

ラムで自分たちが何をするのかも考えよう」「分化会は

どーする？」「沖縄に行くとしたら、１日か２日か学校

休まなあかんけど、どーする？」を考えよう。

●次のこども会議では、2022 子どもの権利条約フォーラ

ム in 那覇・沖縄の実行委員会に、こども会議チームのおとなが参加した報告がありました。

「分科会どうする？」と分科会を担当するかどうかを決めることになり、やっぱり沖縄に

行ってフォーラムに参加するなら、沖縄の子どもたちやおとなの人たちにも「子どものけ

んり なんでやねん！すごろく」を知ってもらいたい！もっと広めたいよね。と分科会を担

当することに決めました。次に、沖縄へ行く日程や行程をみんなで確認しながら決めました。

それから、みんなが調べてきた沖縄のこと、ｋちゃんは「琉球・沖縄」っていう本を紹介

してくれて、方言や歴史、文化、料理や名所など、みんなで回し読みをして、Ｍちゃんか

らはエイサーについて、旧盆の最終日　７月１５

日に行われる祖先をあの世に送り出す念仏踊りのこ

と。沖縄のお盆は７月１３日～１５日、つまり盆踊

りってこと。他にもエイサーの時に使われているか

け声についても「ワッターシンカ」我々の仲間「イ

ヤーササ」はかけ声「アンマー」はおかあさんなど

教えてもらいました。

●沖縄へ行くなら、沖縄の歴史や沖縄のことを現地に行って実際に見て、聞いて、知り、学

ぶことをしよう。それから沖縄の子どもたちとの交流をしよう。と沖縄の滞在期間を延ば

すことになりました。沖縄でのツアーや子どもたちとの交流は、ちゅらゆいの金城さんが

サポートしてくれることになりました。そして、沖縄に行く前に、沖縄平和学習をこども

の里、荘保さんがしてくれることになりました。

●子どもけんり なんでやねん！すごろくに

ついては、初版から追加で 300 個つくっ

たすごろくがもうあと残り少なくなって、

それでまた追加で 400 個つくることに

なったよ。（合計1000個）どんどん広がっ

てるね。それですごろくを使った人から、

すごろく版の道がわかりやすいように色

をつけた方がいいのでは。手書き風の雰

囲気をいれたらいいのでは。下地が光沢
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紙の白だと光って見えにくいかな。という声があって、進む道をわかりやすく、雰囲気を

変えてみる、下地に色をつけてみるなど、そんな風にすごろく版を少し変えてもいいかな？

という相談をして、それで、変わったすごろく版を見せてもらって、みんなからは「めっちゃ

いいやん !ちょっと変えただけでだいぶ良くなった気がする」「優しい感じがしますね」な

どの意見が出ました。

　これで、「子どもけんり　なんでやねん！すごろく」のブラッシュアップ！！完成しました。

●沖縄平和学習のスケジュールが決まり、フォーラムの予定もアップされました。

　　

●私たちは、１日めメインセッション、全大会の後、分科会を担当することに決めました。

●沖縄平和学習会はこどもの里で集まって、荘保さんから話を聞きまし
た。

　2009 年にこどもの里が沖縄スタディーツアーに行ったときに学んで
つくった報告書を使って、沖縄戦の歴史、１５年戦争の歴史から事が
らや事件について学び、侵略戦争？侵略って？！他の国に勝手に入り
こんで、色々な物を奪い取ること。虐殺とは、むごく、ひどい残酷な
方法で殺すこと…アジア・太平洋戦争のはじまり、「対馬丸」犠牲に
なったのは学童疎開船でこの船に乗っていたのは、自分たちと同じ年
頃の子どもだった。対馬丸に乗っていたのは、学童疎開の人、一般の
人、船員さん、兵隊さん全員あわせて 1788 人で亡くなった人は、1421 人そのうち子ど
もは 778人が犠牲になったと知りました。この背景には何があったのか荘保さんが話をし

てくれて、対馬丸で３人の子どもを亡くした宮里カマ
ドさんの証言・詩や対馬丸に乗って死んでしまった子
どもたちが死ぬときに考えたであろう詩を読み合わせ
しました。それから、チビチリガマとシムクガマで起
きた事件のことを学んで、こどもの里のみんなが「チ
ビチリガマの集団自決」の劇をした録画を観たり、沖
縄スタディツアーの DVD を観ながら、沖縄のことを
学びました。「命どぅ宝」“なんで戦争するの”日本は
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なんで戦争はしません。って約束をしているのに、憲
法第９条を変えようとしているの？沖縄のことを学ん
で、いろんな気持ちになりました。

（参加できなかった時は、一緒に復習しました↓）

● 2022 子どもの権利条約 in 那覇・沖縄のリーフレット
が出来上がり、みんなで分科会の役割分担や、他に参
加する分科会を決めました。沖縄スタディーツアーの
行程も決まりました。

１２月９日（金）	 神戸宿泊
１２月１０日 ( 土 )	 神戸空港発、沖縄行き～沖縄大学着
	 ＊メインセッション
	 ＊「子どものけんり なんでやねん！すごろく」分科会

１２月１１日 ( 日 )	 それぞれ参加する分科会へ
	 ＊クロージング
	 沖縄スタディーツアーはじまり
	 ＊対馬丸記念館	
	 ～読谷村に移動「何我舎」宿泊

１２月１２日 ( 月 )	 ＊チビチリガマ見学　知花さん案内
	 ＊がじゅまる広場
	 ＊佐喜眞美術館
	 ＊ちゅら海水族館
	 ＊カラフル田場（NPO法人ちゅらゆい）交流
	 ＊浜比嘉島　HAMACHU　宿泊

１２月１３日 ( 火 )	 ＊琉球ガラス村
	 ＊ひめゆりの塔
	 ＊平和記記念公園
	 那覇空港～神戸空港　帰宅

●神戸空港発の飛行機で沖縄に行くことになったので、神戸で
全泊して、朝まだ明けない時間に起きて空港へ行きました。
今回参加は子ども６人、ユース１人、おとな３人です。沖縄で
合流するおとな５人あわせて１５人です。
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メインセッションは、舞台上でのディスカッションです。
子どもの権利条約関西ネットワークからは、R さんが登
壇しました。翌日の新聞に掲載されました。

新聞には、R さんの「条約を知っていれば、意見を言
う権利があると分かる」という気付きを報告したことが
記されています。

R さんは、22 年高校生になりました。中学生の時に、
学校の先生に自分の学校で「子どものけんり なんでやね
ん！すごろく」ワークショップをして、友だちと一緒に子
どもの権利を知る機会をつくりたい。と行動して実現し、
R さんが卒業した 22 年も３年生の学年で「子どもけん
り なんでやねん！すごろく」でワークショップをしました。

●午後からは、自分たちが担当する分科会です。たくさん
の人が参加してくれました。

　進行する人、アイスブレイクをする人、ルールを説明する
人など役割はすべて自分たちで決めて、やりました。グ
ループに分かれてすごろくをしました。会場のお手伝いを
してくれていた沖縄の中学生も急きょグループに参加して
すごろくをしました。たくさんの “なんでやねん！” を書いてくれて、みん
なで共有して「なんでやね～ん」ってつっこみました。すごく楽しかった
です。

　２日めは、それぞれ申し込んだ分科会に参加しました。私はプレイパー
クに参加しました。ハンモックにゆられて寝転がったり、棒パンを炭火
で焼いて食べたり、火起こしをしたり、休んだり、いっぱいあそびました。
そしてクロージングに参加して、急いで対馬丸記念館に行きました。

●沖縄スタディーツアーが始まりました。はじめに、「対馬丸記念館」に行きました。記念館の方
がいろいろ説明とお話をしてくれました。事前に平和学習で知ったことと、実際に見てることが
重なって、海に投げ出されて必死でつかまっていた板、しがみついている人形で再現されて展示
していた。真っ暗な海を何日も漂流して、その間に海に落ちてなくなっていく人たちを見ながら、
当時子どもだった方が証言している映像を観ました。そして、対馬丸に乗って亡くなった人たち
の写真と名前、身に着けていた服やもちもの。自分と同じかもっと小さい子どもが犠牲になって
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いて、戦争はこわいと感じました。その後、読谷村にある「何
我舎」に移動しました。「何我舎」はチビチリガマは知花昌一
さんが営まれている民宿で、知花昌一さんは、1945 年 4 月
2 日に起きた大事件について、37 年間の沈黙を破ってひとり
のおばあが勇気を出して語りはじめて、はじめてこの事件のこ
とを知り、1983 年にその事件を調べるためにガマに入った人
で、2009 年のこどもの里沖縄スタディーツアーでも事件のこ
とやチビチリガマの案内をしてくださったそうです。翌朝早くか

らチビチリガマの見学に行きました。知花さんの息子さんが案内と当時
の話などいろいろ教えてくれました。ここで起きた集団自決は、なぜ自分
の子どもや人を殺さないといけなかったのか。その後行った佐喜眞美術
館では、丸木位里・俊さんの描いた「沖縄戦の図」「集団自決」「チビ
チリガマ」「シムクガマ」などが展示されていました。大きな「チビチリ
ガマ」の絵の前で、その絵に込められた思いやチビチリガマで起きたこ
となど話を聞きました。次の日は、ひめゆりの塔、ひめゆり平和祈念資
料館、平和祈念公園へ行きました。ひめゆり平和祈念資料館では自分
たちと同じくらいの女子学生が、日本唯一の地上戦の沖縄戦に看護要
因として戦場に動員された体験の話や展示を見ながらその体験の悲惨さを知りました。戦争がな
ければ、自決することもなかった。命を奪われることはなかったのに。と思いました。

●沖縄スタディーツアー 2 日めは、楽しみにしていたカラフル
田場（ちゅらゆい）の子どもたちやおとなの人との交流です。
沖縄スタディーツアーをサポートしてくれた金城さんにリクエス
トしていて、すごく楽しみにしていました。到着が予定より遅
れたけど、たくさんの子どもとおとなが BBQ の準備をして待っ
ていてくれました。すごく嬉しかったです。カラフルの中を金城
さんに案内してもらいました。学校から帰ってきて、夜遅くな
る子は、夕飯も食べたりするし、お風呂もありました。それか

ら準備してくれていた BBQ！！一緒にごはんを食べて、あそんで、話をして、あっという間に時間が経って
しまって。お別れの時間が迫ってきました。みんなが集まって、自己紹介したりして、この日のために練習
してきた歌をうたいました。私たちは、この交流会で一緒に歌いたいと、平和学習のときから「ジュゴン
の見える丘」を練習してきました。カラフルの人たちがみんなとても喜んでくれました。すごく嬉しくなりま
した。そのあとも、ギターを弾きながら、みんなでうたを何曲かうたって、カラフルの子どもたちからは、
プレゼントをもらいました。もっともっと居たいと思いました。見送ってくれた子は、走りながらずっと手を
振ってくれました。子どもの権利条約フォーラムに参加する楽しみのひとつが、そこの子どもや人たちとの
交流やつながりです。いっぱい話したいし、いっぱいあそびたい。「時間が短すぎる～」と感じました。

いんふぉめーしょんno.178／2024.6.28.indd   41いんふぉめーしょんno.178／2024.6.28.indd   41 2024/06/30   21:092024/06/30   21:09



42いんふぉめーしょん　2024.7 / No.178

いんふぉめーしょんno.178／2024.6.28.indd   42いんふぉめーしょんno.178／2024.6.28.indd   42 2024/06/30   21:092024/06/30   21:09



43 document ／子どもの権利をめぐる国際動向【2024.1 ～ 2024.5】

筆者が日々Facebook および note にアップしている投稿のなかから、子どもの権利
をめぐる国際的動向についての主なニュースを紹介していきます（一部、日本国内の動
きについても取り上げます）。各項目の末尾に関連の投稿の日付を掲載していますので、
詳しい情報は各投稿をご参照ください。筆者の Facebook アカウント名は Yuji Hirano

（yujihirano.arc）、note のアドレスは https://note.com/childrights です。

【2024 年 1 月】
■スコットランド政府、「子どもの人権

アプローチ」に関するガイダンスを
発表

　スコットランド（英国）政府が、1
月 8 日、「子どもの人権アプローチ」
に関する新たなガイダンスを発表し
た。ウェールズ（英国）の子どもコミッ
ショナーが 2017 年に提唱した「子ど
もの権利アプローチ」モデルを踏まえ
たもので、（a）子どもの権利を根づか
せる（「子どもの権利・ウェルビーイ
ング影響評価」や「子どもの権利予算」
の実施を含む）、（b）平等と差別禁止、

（c）子どものエンパワーメント、（d）
参加、（e）節女責任の 5 つを原則とし
て掲げている。（1 月 19 日投稿）

■イングランド（英国）の子どもコミッ
ショナー、デジタルゲームに関する
子どもたちの声をまとめた報告書を
発表。

　「デジタル遊び場――ゲームに関す
る子どもたちの子どもたちの声」と題
するこの報告書（1 月 8 日発表）によ
れば、ビデオゲームは子どもの健康と
ウェルビーイングにとって有益だと考
える子どもが約 3 分の 2 にのぼり、全
体としては肯定的な見方が多いことが
わかった。他方、とくに複数のプレー

ヤーが同時に参加するゲーム（マルチ
プレーヤー型）では安全上の問題を懸
念する声もあり、対策をさらに進めて
いく必要性が指摘されている。（6 月
15 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会の第 95
会期が始まる。

　1 月 15 日、ジュネーブで国連・子ど
もの権利委員会の第 95 会期が始まっ
た（～ 2 月 2 日）。審査対象国はコン
ゴ、ブルガリア、セネガル、ロシア連邦、
リトアニア、南アフリカの 6 か国。イ
スラエルの審査も予定されていたが、
同国の要請で延期された。委員会とし
ては９月の会期での審査を希望してい
る。（1 月 12 日・16 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、ロシア
連邦の報告書を審査。

　1 月 21 日～ 22 日、国連・子どもの
権利委員会がロシア連邦の第 6 回・第
7 回統合定期報告書を審査。ウクライ
ナでの戦争が子どもたちに与える影響
や、学校における「愛国教育」プロパ
ガンダなどについても取り上げられた
が、ロシア政府は、「偏向した、主権
国家の内政に介入しようとする勧告を
履行する義務はないと考える」などと
述べ、戦争関係の勧告を拒否する構え
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を示した。（1 月 24 日・2 月 9 日投稿）

■ユネスコ、「教育の国際デー」にあ
たってヘイトスピーチ問題を強調。

　国連が定める「教育の国際デー」（1
月 24 日）にあたり、ユネスコ（国連
教育科学文化機関）が「ヘイトスピー
チへの対抗における教育および教員の
重要な役割」を強調。2023 年 11 月の
ユネスコ総会で採択された「平和、人
権および持続可能な開発のための教育
に関する勧告」（こども大綱と学校に
関する別稿も参照）にも言及しながら、
取り組みを強化していく必要性を訴え
た。（1 月 25 日・26 日投稿）

【2024 年 2 月】
■国連・子どもの権利委員会の第 95

会期が終了。

　スイスのジュネーブで 1 月 15 日か
ら開催されていた国連・子どもの権利
委員会の第 95 会期が、審査した 6 か
国についての総括所見を採択したうえ
で、2 月 2 日に終了。あわせて、次回
の一般的意見（27 号）を「司法および
効果的救済措置にアクセスする子ども
の権利」とすることも発表された。ま
た、個人通報制度に基づき、パラグア
イを相手どった事案（親子関係確立手
続における遅延に関するもの）とスペ
インを相手どった事案（モロッコ国籍
の子どもの教育に関するもの）で条約
違反が認定されている。（2 月 4 日・8
日投稿）

■アイルランドの NGO 連合、政府の
子ども施策に関する「通信簿」を発
表。

　アイルランド子どもの権利連盟が、
2 月 7 日、『レポートカード 2024』と
題する報告書を発表。現在の連立政権

が 2020 年 10 月末に発表した総合政策
文書「政権プログラム：私たちが共有
する未来」の実施状況を子どもの権利
の視点から分析して採点したもので、
今回が第 4 弾となる。多くの分野で重
要な（またはそれなりの）進展が見ら
れた一方、脆弱な状況に置かれている
子ども（トラベラー／ロマの子ども、
精神医療の対象とされる子ども、ホー
ムレス世帯、庇護希望者など）に関し
ては必ずしも十分な対応がとられてい
ないことなどがわかりった。（2 月 25
日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、パレス
チナの子どもたちの状況をあらため
て憂慮。

　アン・スケルトン委員長が、第 95
会期に関する 2 月 8 日の記者会見で、
パレスチナ（とくにガザ地区）の子ど
もたちの状況についてあらためて憂慮
の念を表明。予定されていたイスラエ
ルの報告書審査が延期になったことに
も触れて、イスラエルに対し、1 月 26
日の国際司法裁判所裁定（イスラエル
がガザでジェノサイドを行なっている
という南アフリカの主張について「い
ちおうの真実性」を認め、イスラエル
に対し、国連・ジェノサイド条約の適
用対象であるすべての行為の実行・扇
動の防止などを求めたもの）に直ちに
したがうことなどを求めた。委員会は、
第 97 会期（2024 年 8 月～ 9 月）に延
期された報告書審査に向けて、2023 年
10 月 7 日以降の状況に関する追加質問
事項をイスラエルに送付する予定。（2
月 13 日投稿）
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■アイルランド子どもオンブズマン
事務所、国連・子どもの権利委員会
の勧告のフォローアップに関する子
どもたちの声をまとめた報告書を発
表。

　2023 年 1 月に行なわれたアイルラ
ンドの報告書審査で出された国連・子
どもの権利委員会の勧告のフォロー
アップについて考えるため、同事務所
が設けている若者助言委員会が中心と
なって開催した子ども会議の結果をま
とめたもの（2 月 8 日発表）。▽教育、
▽子どもを支援するサービス、▽平等
と差別禁止、▽コミュニティ・遊び・
余暇、▽意見表明、▽特別な保護を必
要とする子どもたちという 6 つのテー
マをめぐって、今後必要だと子どもた
ちが考える取り組みの内容をまとめ
た。（2 月 16 日投稿）

■ ILO・ユニセフなどが子どもの社会
的保護に関する新たなデータを発
表。

　ILO（国際労働機関）／ユニセフ（国
連児童基金）／セーブ・ザ・チルドレ
ンが 2 月 14 日に発表したもので、社
会的保護（子ども手当を含む社会保障
など）を受けられていない子どもが
世界全体で 14 億人にのぼることなど
が明らかになった。あわせて、子ども
児童手当のカバー率を把握し、格差
是正に向けた政府やドナーに働きかけ
を強化するためのオンラインプラッ
トフォーム  「国際子ども手当トラッ
カ ー」（Global Child Benefits Tracker）
も開設された。（2 月 23 日投稿）

■フォルカー・ターク国連人権高等弁
務官、「人権：解決への道筋」と題す
るビジョン声明を発表。

　世界人権宣言採択 75 周年を記念し
て 2023 年に展開された Human Rights 
75 イニシアティブを踏まえたもので、

（a）包摂的でグローバルな人権支持者
層、（b）人権経済、（c）ガバナンスの
強化、（d）若者・子ども・将来世代、（e）
人権システム、（f）地球との関係、（g）
万人のための技術と科学、（h）平和と
安全の醸成という 8 つのテーマを取り
上げている（2 月 26 日発表）。子ども・
若者との関連では、「意見表明以上に踏
み出すべき時である：若者と子どもは
意思決定に意味のある形で包摂されな
ければならず、また私たちは将来世代
のために行動しなければならない」と
して、意味のある子ども・若者参加を
推進していくこと、人権教育などを通
じた能力構築や支援によって子どもの
エンパワーメントを図っていくことの
必要性などを強調した。（5 月 29 日投稿）

■韓国の民間団体、子どもたちが望む
政策の第 1 位は遊び・余暇時間の拡
大であることを発表。

　韓国の総選挙（4 月 10 日）に向け、
同国の NGO「グッドネイバーズ」が、

「国会議員候補者と政党が子ども政策に
関心を傾け、子どもの意見を公約に反
映させるよう促す」ことを目的として
実施した子どもアンケートの結果を 2
月 27 日に発表。回答した子どもたちに
とって一番の悩みの種は成績や受験競
争などの勉強に関わる問題（72％）で、

「夢を広げにくい社会に暮らしている」
「適性を生かせる教育を受けられない」
「遊び・休憩・余暇を十分に楽しめない」

と述べる子どももそれぞれ半数近くに

いんふぉめーしょんno.178／2024.6.28.indd   45いんふぉめーしょんno.178／2024.6.28.indd   45 2024/06/30   21:092024/06/30   21:09



46いんふぉめーしょん　2024.7 / No.178

のぼった。子どもたちが望む公約の上
位には、（a）遊びと余暇時間の拡大、（b）
体験型進路教育の拡大／子どもを対象
とする暴力や犯罪の防止（同率 2 位）、

（c）子どもの権利を尊重する政策の拡
大、（d）教育課程の多様化を可能にす
る教育制度改編、（e）自立が必要な子
ども・青少年のための自立支援サービ
スの拡大、（f）子どもに関する法律／
政策への子ども参加・意見反映の義務
化、（g）社会的保護が必要なさまざま
な背景の子どもに対する特別支援の拡
大などがあがった。（6 月 2 日投稿）

【2024 年 3 月】
■国連人権専門家、エンターテイン

メント産業における子どもの性的虐
待・搾取への対処を国連人権理事会
で訴え。

　子どもの売買・性的搾取・性的虐待
に関する国連特別報告者が、3 月 5 日、

「エンターテインメント産業における
子どもの性的虐待・搾取」について国
連人権理事会で発表。1 月に提出した
報告書に基づくもので、日本の旧ジャ
ニーズ事務所における性加害など特定
の問題を取り上げることはなかったも
のの、▽法的枠組みに基づいたゼロト
レランス政策を厳格に実施すること、
▽子どもにとって安全なビジネスモデ
ルを確保するために事業主とのパート
ナーシップを確立すること（たとえば、
すべてのエンターテインメント事業者
の義務的登録／子どもの安全確保のた
めの業界団体の創設／スタッフ・顧客
を対象とする行動規範の策定など）、
▽監督および説明責任確保のための手
続を設けること、▽オンライン空間を
対象とする技術的安全確保措置を実施
すること、▽複数のステークホルダー
間の連携を促進することの必要性を訴

えた。（3 月 2 日・19 日投稿）

■ 英 国 の 独 立 教 育 監 査 機 関 Ofsted 
が活動のあり方に関する意見募集

「ビッグ・リスン」を開始。

　英国の Ofsted（オフステッド：教育・
子どもサービス・技能水準監査院）が、
3 月 8 日、自らの活動のあり方に関す
る意見募集「ビッグ・リスン」を開始

（～ 5 月 31 日）。主に（a）監査結果の
報告方法、（b）監査実務のあり方、（c）
文化と目的、（d）子ども・専門家・機
関・親の選択に監査が及ぼす影響の 4
つの観点から幅広く意見を求めるもの
で、3 月 21 日には子ども向けの意見募
集も始まった。子ども向けのアンケー
トでは、▽監査官が学校訪問の際に重
視すべき優先的問題は何だと思うか、
▽どうすれば監査中に子どもたちの視
点を効果的に取り入れることができる
かなどについても掘り下げようとして
いる。（5 月 28 日投稿）

■国連人権専門家、人権擁護者である
子ども・若者が直面する課題に関す
る報告書を国連人権理事会で発表。

　人権擁護者の状況に関する国連特別
報告者を務めるメアリー・ローラー
が、国連人権理事会で、「『私たちは単
なる未来じゃない』：人権擁護者であ
る子ども・若者が直面する課題」と題
する報告書の概要を発表（3 月 12 日）。
報告書は 2023 年後半に実施したアン
ケートを踏まえたもので、「人権擁護
者である子ども・若者が直面する実際
的・構造的障壁」として▽味方となる
はずの人権団体などからの十分な支援
の欠如、▽教育面での制裁、▽オンラ
イン空間やメディアにおける威嚇およ
びいやがらせ、▽年齢差別など 10 の
要素を取り上げたうえで、各国および
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国連等の機関がとるべき対応を勧告し
ている。（4 月 28 日投稿）

■国連人権理事会、子どもの権利に関
する恒例の全日討議を開催。

　3 月 14 日、国連人権理事会が子ど
もの権利に関する恒例の全日討議を開
催。今回のテーマは「子どもの権利と
包摂的な社会的保護」および「国連に
おける子どもの権利の主流化」の 2 本
立てで、ここでの議論の内容も踏まえ、

「子どもの権利：子どもの権利の実現
と包摂的な社会的保護」に関する決議
が 4 月 5 日に採択された。（2 月 23 日・
3 月 14 日投稿）

■欧州評議会人権コミッショナー、「人
権とジェンダーアイデンティティ／
ジェンダー表現」に関する報告書を
発表。

　欧州評議会人権コミッショナーが、
3 月 14 日、とくにトランスジェンダー
およびノンバイナリー（男女二元論的
な考え方に当てはまらないアイデン
ティティ）の人々の人権に焦点を当て
た「論点ペーパー」を発表。▽法律上
の性別変更承認、▽暴力やヘイトクラ
イム／ヘイトスピーチ、▽教育、▽
スポーツ、▽衛生（トイレ等の利用）
など 13 の分野について詳細な検討を
行なっており、子どもとの関連でも、

「ジェンダーアイデンティティを理由
としてこれらの子どもを異なるやり方
で取り扱うことなく、その人権を尊重
する」ことが求められた。そのうえで、
とくに▽転向療法（ジェンダーアイデ
ンティティを変更させようとする精神
的・心理的介入）の宣伝・実行を禁止
すること、▽トランスである児童生徒
のアイデンティティを学校現場で承認
すること（たとえば自分が望む名前を

使用し、自分が望む服装をし、自分の
ジェンダーアイデンティティ／ジェン
ダー表現にしたがってスポーツその他
の活動に参加することなどを認める）、
▽学校における差別や暴力に対処する
とともに、カリキュラムのあり方を見
直こと（包括的セクシュアリティ教育
の推進を含む）、▽すべての人が、自
己のジェンダーアイデンティティにし
たい、尊厳のある安全なやり方で衛生
設備（トイレ等）を利用できるように
することなどが勧告されている。（3 月
21 日投稿）

■フィリピン議会に「子どものための
マグナカルタ」法案が上程される。

　3 月 18 日、フィリピンの超党派の議
員が上院・下院に「子どものためのマ
グナカルタ」法案を提出。全 154 条か
ら構成される詳細な法案で、子どもが
大人と同様に人権を有していることを
認め、子どもの権利の 4 本の柱（生命・
生存／発達／保護／参加）に焦点を当
てつつ、多岐にわたる子どもの権利と、
国をはじめとするさまざまな主体の役
割および責任を定めている。（3 月 22
日投稿）

■ニュージーランド子ども・若者委員
会、レイシズムに関する子どもたち
の声をまとめた報告書を発表。

「国際人種差別撤廃デー」（ニュージー
ランドでは「人種関係デー」）にあた
る 3 月 21 日、ニュージーランド子ども・
若者委員会（子どもコミッショナーに
代わって 2023 年 7 月 1 日に発足した
独立機関）が、同国におけるレイシズ
ム（人種差別・民族差別）に関する子
どもたちの視点をまとめた報告書『「レ
イシズムがなければ、アオテアオラは
もっとよくなる」：モコプナ〔若者〕
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がシェアするレイシズム経験とその解
決策』を発表。先住民族マオリをはじ
めとするさまざまな民族・背景の子ど
も 161 人（9 ～ 18 歳）が参加した調
査に基づくもので、とくに教育の役割
が強調されている。（3 月 25 日投稿）

■国連総会、毎年 6 月 11 日を「国際
遊びの日」にすると宣言。

　国連総会（第 78 会期）が、毎年 6
月 11 日を「国際遊びの日」と宣言す
る決議を採択（3 月 25 日）。遊びおよ
びレクリエーションが子どもの健康や
ウェルビーイングにとって必要不可欠
であることなどを確認し、この日を
きっかけに遊びの重要性に関する意識
啓発などの取り組みを進めるよう国連
加盟国その他の関係者に要請した。レ
ゴグループとレゴファウンデーション
がさまざまな市民社会組織と連携して
進めてきたキャンペーンの成果。（3 月
27 日投稿）

■ イ ン グ ラ ン ド 子 ど も コ ミ ッ シ ョ
ナー、総選挙に向けた大規模子ども
アンケートの結果を発表。

　イングランド（英国）の子どもコミッ
ショナーが、2023 年 9 月～ 2024 年 1
月に実施した大規模な子どもアンケー
ト「ザ・ビッグ・アンビション」（大
きな野心）の結果を 3 月 25 日に発表。
アンケートには約 36 万 7,000 人の子
どもたちから回答があり、2021 年に
実施した同様の調査への回答者（約 55
万 7,000 人）とあわせて 100 万人近く
に達した。報告書では、（a）家族、（b）
教育、（c）社会的ケア、（d）ユースワー
ク、（e）オンラインの安全、（f）健康、（g）
犯罪からの保護、（h）仕事とスキル、（i）
保護者等をともなわずに入国した子ど
もの庇護希望者、（j）「よりよい世界」

についての考えという 10 のテーマを
取り上げ、関連の統計、子どもたちの
声、子どもたちの望む解決策（「野心」）
をまとめている。子どもたちが望む主
な解決策は 33 項目に集約されており、
コミッショナーは、次期総選挙（アン
ケート結果の発表後、7 月 4 日に行な
われることが決定された）で当選した
政治家が子どもたちの声に応じて行動
するよう求めた。（6 月 1 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、5 月に
予定していた会期前作業部会中止を
発表。

　国連・子どもの権利委員会が、5 月
27 日～ 31 日に予定していた会期前作
業部会の中止を余儀なくされたと 3 月
30 日に発表。約束した拠出金をまだ支
払っていない国連加盟国が存在するた
めに国連で最悪の財政危機が発生して
いることがその理由。この事態を受け
て、元委員長・副委員長を含む委員会
の歴代委員有志が緊急声明を発表し、
関係国に対応を促した。（4 月 1 日投稿）

【2024 年 4 月】
■国連人権理事会、インターセックス

である人への差別・暴力等に関する
決議を採択。

　国連人権理事会が、4 月 4 日、「イン
ターセックスである人への差別、暴力
および有害慣行との闘い」に関する決
議を採択。▽性的特徴に生まれながら
の変異を有する（インターセックスで
ある）人々がすべての社会に存在する
こと、▽これらの人々が、人生全体を
通じて、かつ生活の全領域で、複数の
かつ交差的な形態の差別に直面する可
能性があることを認識したうえで、こ
れらの人々が世界のすべての地域で暴
力や有害慣行に直面していることに対
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して「重大な懸念」を表明し、各国に
対処を求めた。ここでいう「有害慣行」
には、「当該者の全面的な、自由なか
つ十分な情報に基づく同意を得ずに、
また子どもの場合には子どもの権利条
約の規定を遵守せずに行なわれ、不可
逆的である可能性もある、医学的に不
必要なまたは延期可能な介入」も含ま
れるとされる。（4 月 12 日投稿）

■国連人権理事会、子どもの権利と「包
摂的な社会的保護」および「子ども
の権利の主流化」に関する決議を採
択。

　国連人権理事会が、4 月 5 日、「子
どもの権利：子どもの権利の実現と包
摂的な社会的保護」に関する決議を採
択。世界中で 17 億 7,000 万人以上の
子どもが包摂的な社会的保護の対象と
されておらず、そこには相当な地域的
格差があることなどについて重大な懸
念を表明したうえで、すべての子ども
が普遍的かつ包摂的な社会的保護（普
遍的な子ども手当を含む）の対象とさ
れるようにするために漸進的な取り組
みを進めることなどの対応を各国に求
めた。あわせて「子どもの権利の主流
化」についても取り上げ、この問題に
関する国連事務総長ガイダンスノート

（2023 年 8 月発表）に言及したうえで、
「地方、国、国際地域および国際社会

の議論の場で意見を聴かれる子どもの
権利を促進する目的で、子ども参加の
ための構造化された子どもにやさしい
方式を確立するための措置をとる」こ
となどを奨励している。（4 月 14 日・
15 日投稿）

■欧州人権裁判所、スイスが十分な気
候変動対策をとっていないことは高
齢女性の権利を侵害すると判示。

　欧州人権裁判所の大法廷が、4 月 9
日、スイスの気候変動対策は不十分で
あって欧州人権条約 8 条（私生活およ
び家族生活の尊重に対する権利）およ
び 6 条 1 項（公正な裁判を受ける権
利）に違反するという画期的判決を言
い渡しました。高齢の女性 2,000 人以
上をメンバーに擁する女性団体などか
ら出されていた訴えを踏まえたもの。
一方、同種の問題でポルトガルの若者
6 人が欧州 33 か国を訴えた事件および
フランスの元市長がフランス政府を相
手どって提訴した事件については、要
件を満たしていないとして不受理とし
た。（4 月 10 日投稿）

■アイルランド政府、子ども・若者参
加に関する新たな行動計画を発表。

　アイルランド政府（子ども・平等・
障害・統合・若者省＝ DCEDIY）が、4
月 12 日、「意思決定への子ども・若者
参加行動計画（2024 ～ 2028 年）」を
発表。2015 年に発表された「意思決定
への子ども・若者参加に関する国家戦
略（2015 ～ 2020 年）」を引き継ぐも
ので、「教育制度における意思決定に子
ども・若者の声を組みこむ」など 8 つ
の行動領域に焦点を当てながら取り組
みを継続するとしている。教育制度と
の関連では、教育省内に「生徒参加課」
を新設するほか、▽生徒参加の重要性
と利点に関する意識啓発、▽学校にお
ける生徒参加体制の強化、▽学校監査・
学校自己評価への子ども・若者参加の
支援、▽カリキュラムの開発・改訂に
関する子ども・若者との協議などの取
り組みを予定。（4 月 13 日・16 日投稿）
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■ニュージーランドのプライバシー
コミッショナー、子どものプライバ
シーに関する報告書を発表。

　同コミッショナーが実施した「子ど
も・若者プライバシープロジェクト」
を踏まえたもの（4 月 17 日発表）で、
とくにソーシャルメディアにおけるプ
ライバシー侵害が懸念の対象になって
いるとして、子ども・保護者・専門家
向けのガイダンス策定、「忘れられる
権利」の導入を含む規制強化の必要性
などを指摘。（6 月 25 日投稿）

■欧州評議会議員会議、「オンライン
の暴力からの子どもの保護」に関す
る決議を採択。

　欧州評議会の諮問・監督機関である
議員会議が、4 月 19 日、「オンライン
の暴力からの子どもの保護」に関する
決議 2547 (2024) を採択。▽いかなる
措置または政策の策定および実施にお
いても子どもの最善の利益が優越しな
ければならないこと、▽インターネッ
トから利益を得る子どもたちの機会を
損なうことなくオンラインの危害にさ
らされることを少なくするための、統
合的でバランスのとれたアプローチを
適用することの必要性を強調しなが
ら、オンラインの性的搾取・虐待をは
じめとするさまざまな暴力から子ども
を保護するための措置をとるよう、欧
州評議会加盟国に求めた。（5 月 27 日
投稿）

■環境権に関する国連人権専門家、健
康的かつ持続可能な環境に対する権
利についての「ユーザーガイド」を
発表。

　清浄、健康的かつ持続可能な環境に
対する人権に関する国連特別報告者
が、「アースデイ」にあたる 4 月 22 日、

健康的かつ持続可能な環境に対する権
利についての「ユーザーガイド」を発
表。「健康的な環境に対する権利はま
すます慣習国際法の一部だと捉えられ
るようになっている」として、この権
利を尊重・保護・充足するために各国
はどのような義務を負うか、変化を加
速させるためにこの権利をどのように
活用できるかなどの点について、詳し
く解説。（4 月 24 日投稿）

■米・国務省、2023 年版人権報告書
で旧ジャニーズ事務所問題などの問
題を指摘。

　米・国務省が、4 月 22 日、世界の人
権状況に関する年次報告書の 2023 年
版を発表。子どもの性的搾取の項では、
2023 年 7 月の刑法改正によって性的
同意年齢が 13 歳から 16 歳に引き上げ
られ、わいせつ目的での面会要求等（グ
ルーミング）も犯罪化されたことなど
が紹介されたほか、旧ジャニーズ事務
所での性加害問題についても比較的詳
しく取り上げられた。難民保護に関す
る項では、日本で生まれ育ったものの
在留資格を有していない外国籍の子ど
もに対する在留特別許可に付与にも言
及。（4 月 26 日投稿）

■ EU、人身取引対策に対する改訂指
令を採択。

　EU（欧州連合）の欧州議会が、4 月
23 日、「人身取引の防止およびこれと
の闘いならびに人身取引被害者の保
護」に関する改訂指令を採択しました。
2011 年の指令を改訂し、適用対象を
拡大する（労働搾取・性的搾取目的の
人身取引のみならず、強制婚、違法な
養子縁組および代理出産の搾取も犯罪
化）とともに、子どもを含む被害者の
保護をさらに強化したもの。（6 月 5 日
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投稿）

■ユニセフ、デジタルゲームと子ども
のウェルビーイングに関する報告書
を発表。

　ユニセフ・イノチェンティ研究所が、
4 月 30 日、「子どものためのテクノロ
ジーにおける責任あるイノベーショ
ン：デジタルテクノロジーと遊びと子
どものウェルビーイング」と題する報
告書を発表。ビデオゲームは、しかる
べき配慮がなされていれば、子どもた
ちのウェルビーイングをおおいに促進
し得るという調査結果を報告するも
の。とくに、「他の生活局面ではそれ
ほど充足されていないニーズをデジタ
ル遊びの際に満たすことのできた子ど
もたち」について、デジタルゲームを
通じてウェルビーイングがもっとも高
まることがわかった。（6 月 11 日投稿）

■ラオスが子どもに対する体罰の全面
禁止を正式に発表。

　子どもの権利利益保護法（2006 年）
を改正し、親・保護者等が行なう「体
罰、殴打、叱責およびその他の形態の
子どもの拷問による身体的虐待」を禁
じたもの。改正法は 2023 年 8 月 30 日
に布告され、同年 12 月 4 日に施行さ
れていたが、「子どもの体罰を終わら
せる国際デー」（4 月 30 日）にあわせ
て公式に発表された。これにより、子
どもの体罰の全面禁止を達成した国は
66 か国となった。ASEAN（東南アジア
諸国連合）加盟国では初めて。（5 月 1
日投稿）

【2024 年 5 月】

■韓国国家人権委員会、ソウル市など
で児童生徒人権条例が廃止されたこ
とに遺憾の意を表明。

　韓国の「こどもの日」（5 月 5 日）に
あたり、国家人権委員会の委員長が声
明を発表。同国で「児童生徒人権条例」
を制定している 6 つの自治体のうち、
忠清南道（2020 年制定）とソウル特
別市（2012 年制定）で条例の廃止が
議決されたこと（2024 年 4 月）につ
いて遺憾の意を表明するとともに、人
権にやさしい学校づくりに引き続き取
り組んでいく意思を明らかにした。（5
月 26 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会の第 96
会期が始まる。

　5 月 6 日、ジュネーブで国連・子ど
もの権利委員会の第 96 会期が始まっ
た（～ 5 月 24 日）。今回の審査対象国
は、ナミビア、グアテマラ、ジョージア、
マリ、パナマ（子どもの売買・児童買
春・児童ポルノに関する選択議定書の
み）、エジプト、ブータン、エストニア、
パラグアイの 9 か国。（5 月 4 日・7 日・
11 日投稿）

■ EU、女性に対する暴力およびドメ
スティックバイオレンスとの闘いに
関する指令を採択。

　EU 理事会が 5 月 7 日に正式に採択
したもの。セクシュアルハラスメント
以外のものも含むサイバーハラスメン
トをはじめ、「同意を得ずに行なわれ
る、性的含意のあるまたは加工された
表現物」のシェア、サイバーストーキ
ング、ジェンダーに基づく暴力・憎悪
のサイバー扇動など、とくにサイバー
犯罪に関連する規定を強化した内容と
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なっている。子どもの被害者への支援
や子どもの安全確保についても規定。

（6 月 9 日投稿）

■ OECD、子どものエンパワーメント
と教育・ウェルビーイングに関する
報告書を発表。

　OECD（経済協力開発機構）教育研
究革新センターが、5 月 15 日、「子ど
ものエンパワーメントが今日意味する
ものは何か――教育およびウェルビー
イングにとっての含意」と題する報告
書を発表。学校におけるものを含む子
ども参加の重要性と、それを支える教
育／学校／教職員の役割を強調した

（こども大綱と学校に関する別稿も参
照）。（5 月 20 日・21 日投稿）

■ OHCHR、人権の視点から新サイバー
犯罪条約草案の修正を提言。

　UNODC（国連薬物犯罪事務所）が
事務局となって進められている「新サ
イバー犯罪条約」（犯罪目的での情報
通信技術の利用への対処に関する包括
的国際条約）最新草案について、5 月
23 日、OHCHR（国連人権高等弁務官
事務所）がコメントを発表。新サイバー
犯罪条約の起草を支持したうえで、こ
の条約が現行国際法（とくに国際人権
法）にしっかり根差したものにならな
ければならないと強調した。子どもと
の関連では、▽子どもの自撮り画像・
動画について子ども自身が犯罪者とし
て扱われないようにすること、▽芸術
的・教育的・科学的価値があり、かつ
18 歳未満の者の関与を得ずに製造さ
れた表現物については、子どもの性的
虐待表現物／子どもの性的搾取表現物

（これまで「児童ポルノ」と呼ばれて
きたもの）として扱わないことなどを
提言している。（6 月 7 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、一般的
意見 27 号（司法および効果的救済
措置へのアクセス）に関する意見募
集を開始。

　国連・子どもの権利委員会が、5 月
23 日、「司法および効果的救済措置に
アクセスする子どもの権利」に関する
次回の一般的意見（27 号）について
の意見募集を開始（～ 8 月 23 日）。司
法機関のほか、オンブズパーソン／コ
ミッショナーのような独立機関、行政
機関に設けられた内部的な不服・苦情
申立て機構など、幅広いしくみに関し
て意見を求めている。いまのところ、
2025 年 5 月に第 1 次草案を採択し、6
～ 8 月にかけて意見募集を実施したう
えで、2026 年 5 月に正式に採択する
予定。（5 月 24 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会の新たな
委員が選出される。

　5 月 23 日、ニューヨークの国連本部
で第 20 回子どもの権利条約締約国会
議が開催され、2025 年 2 月 28 日に 9
人の委員の任期が終了することにとも
なう改選投票が行なわれた。9 人のう
ち 5 人が再選されており、新規に選出
された 4 人の委員は 2025 年 3 月 1 日
から正式に活動を開始する。2017 年
3 月から委員としての活動を開始し、
2021 年 5 月 ～ 2023 年 5 月 の 2 年 間
は委員長も務めた大谷美紀子さん（弁
護士）は今回立候補しなかったため、
2025 年 2 月末をもって 2 期 8 年の任
期が終了する。（5 月 25 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会の第 96
会期が終了。

　ジュネーブで 5 月 6 日から開催され
ていた国連・子どもの権利委員会の第
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96 会期が、5 月 24 日に終了した。今
回報告書審査が行なわれた 9 か国につ
いての総括所見を採択したほか、個人
通報制度に基づき、ジョージア（教会
が経営する孤児院で子どもが暴力から
保護されず、そのような暴力の調査も
行なわれなかった事案）、デンマーク

（女性性器切除の対象とされるおそれ
があるソマリアへの女児の送還に関す
る事案）、フランス（保護・養育者の
いない子どもの移住者の年齢鑑別手続
に関わる事案）、スイス（同）につい
て条約違反を認定した。（5 月 25 日投
稿）

■ EU、 人 権・ 環 境 に 関 わ る 企 業 の
デューディリジェンスに関する指令
を採択。

　EU（欧州連合）の政策決定機関であ
る EU 理事会が、5 月 24 日、「企業の
持続可能性デューディリジェンス」に
関する指令を正式に採択。一定の条件
を満たす EU 企業および第三国企業は、
自社の活動が人権（子どもの権利を含
む）や環境に及ぼす悪影響（バリュー
チェーン上で発生する悪影響を含む）
の特定・評価・防止・是正や、このよ
うな悪影響に関する苦情処理手続の整
備を義務づけられる。（6 月 3 日投稿）

■国連・ビジネスと人権作業部会、訪
日調査の最終報告書を公表。

　国連・ビジネスと人権作業部会が、
2023 年 7 月 24 日～ 8 月 4 日に実施し
た訪日調査の最終報告書を 5 月 28 日
に公表。国家人権委員会のような国内
人権機関を設置していない状況は「日
本の国際的イメージにも悪影響を及ぼ
す」として早期の設置をあらためて求
めたほか、児童労働、旧ジャニーズ事
務所における性加害などを含むさまざ
まな問題を取り上げて改善を促した。

（（5 月 30 日・31 日投稿）

■スコットランド（英国）の公共サー
ビスオンブズマン、子どもからの苦
情申立てに対応する際の原則と指針
を発表。

　スコットランド公共サービスオンブ
ズマンが、5 月 30 日、「子どもにやさ
しい苦情の取扱いの原則」と「子ども
にやさしい苦情の取扱い手続ガイダン
ス」を発表。さまざまな機関が設けて
いる苦情申立て手続で子どもに関わる
苦情が適切に扱われるようにするため
のもので、▽子どもの最善の利益に焦
点を当てる、▽子どもの声を中心に据
える、▽権利について知るなど 7 つの
原則を掲げている。（6 月 4 日投稿）
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